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は じ め に

この１両年，それまで10数年も続いてきた経済の高度成長，

地域開発のすさまじい進展に対して，ようやく反省の気運が盛

り上り，おそまきながら，自然及び文化環境の回復が大きく叫

ばれはじめている。1973年は，創立21周年を迎えた当研究所と

しても，ますます，その役割が重くなり，文化財保存のための

各分野の調査研究は，年を追って緊急性を増し，その対応に多

忙をきわめた１年であった。

平城寓跡は東院地区の一括買上げが，いよいよ具体化すると

ともに，宮跡の保存整備が急務となってきたばかりでなく，平

城京の解明のための調査も宮跡周辺部の都市化の進行につれて

ますます増大しつつある。

また，飛鳥・藤原宮跡等この地区の文化財の保存については，

本年度から独立した飛鳥・藤原宮跡発掘調査部によって，保存

の基礎となる調査が本緒化しつつある。同時に，飛鳥資料館の

建設も，ｗｉ研究所の仕事の一環として，来年秋の開館を、ざし

て進められている。

南都諸大寺を中心とする畿内古社寺の諸分野の洲秀研究も数

多の課題をかかえている。広範な研究を乏しい陣容でおしすす

めることは容易ではないが，所員一同常に新しい気慨をもって

立向って行きたい。

この年報を発行するに当り，関係容位の深いご即解と絶えざ

るご支援を願ってやまない。

１９７３年１２ノォ

１

奈良脚立文化財研究所長

内山 砿



飛鳥寺本尊・111田寺仏頭の実測調査と推定復原

美術工芸研究室・平城宮跡発銀調査部

'.I]T£iJliJ:w:が仏像の実測調ftに応用されるようになって， 正確な記録保存ばかりか， 従米比

較的'J!j；閃視されていた仏像のプロポーションについてがf知見を提供するととろとなったcN:

報J 1971 〕。 ここでは， ともに当初jのほi却のみが現存している飛鳥寺本尊， および山田苛イム頭

〈興稿ミ守政）の実測調公成果を紹介するとともに， 現状lとおいて可能な推定佐原を試みた。

ITT1 図

2 

飛鳥寺本尊 「飛鳥｝.：.

仏」と通事Jiされている現

在の安居院本尊金銅釈迦

!m51主主仏像は， わが回以初

の本絡的ミIJ'院である法興

寺〈飛応寺〉の中金1:1-:本�'j.

で， 到存i註古の仏像であ

る。 しかし｛象は1 11mーにお

いて以坐になるなど荒泌

して， 休部の:J£11t｝がいち

じるしく， 当初の部分は

わずかlζ副部と右手の一

／司IIζしか；忍められない。

�測調査は， その当初jの

JiJi却について試みた。 第

Hき｜｛ζ示したように， そ

の川向形の耳目i務， 杏仁）膨

の両l札j「i弓につらなる

大きめのよ：.：，. 裟， 平作jでか

つft（放な額と髪際線など

！と， 法隆寺釈迦三尊に共

通するJ上利式仏像の特色

がし、ちじるしい。 しかし

げI：災による顔，ffiの京みが

めだち， 実�(IJ[きiのように

,E中綿をふt梁（ζ求めた｝l,}

合， 顔而はややたに似つ



飛鳥苛2本’ii�：・山IF!寺仏i"iJiの尖d{lj凋伐と打i：定彼Jj\'!

ているのが確められる。

現状で当初jと認められる部分は，調，tjJULの

t�I＝.ニ状と造形的特色から判別して， 顔f(1j l乙 !JS

小している。うち，当初］の塑j診を11えもよく｛ム

えているのは， �際線以下の矧・j,lijJi�i・両

｜阪・ムI梁である。第l図lζ示した1～10と，

a ・bの出�分は，ゆjらかに吋旬］ないし後Ill:

における象候・当て会の布ll修郎分である。

うち， 7 (9.0 × 30.0cm）と8(3.8XIO目，lcm) （ま’

f愛 1mの折j）！占り産i'I"

乙れらは当初の象！炭f侭分が欠タよしたためIζ 

告Iiわれたものとみられる。 また a (14.0X 

10.Sx 11.6 × 7.8cm） とb(20.0 × 9.5 × 23.0X9.3

cm）は，銅板を打ちだして鋲止め（径0.7～0.8

cm） しであり， ζとにaでは， 鋲！と ＇＇＼初jか

らの鍍金が認められるから， これらはし寸
ど

れも当初の処理とみられる。 このように当 節2図 飛鳥·：；！j，・＊�
ー
頭部

�JJのmrniはかなりいちじるしかったものとみられ， それが1,li} I以から＇＂州[IJ1fli郎にかけて多く認

められるのは注目されよう。 鍍1ミはHiかに点状lこ｛ti ） ，件l伝のド，1,lijl[�の似？，：の』；,I.＇.だ1il,jfl[IJi(!j,

Z：小』；，1.の脇， 主将rnii分のものがその主なものである。

以上のように， 飛鳥守本尊の如ta1はかなりの補修が胞されているが， それでも、11 FJJのWI診

が比較的よく伎り， ζとに!11:際線（地�の！弘さ0.2～0.3cm）およびj,1,jlt'jから』；,I.：設に述なる俊線，

さらに弾力のある芥仁j彩のjil,jl削除の刻総は， いずれも叶初のタ-Ji;r,・久LFl！を成しておμ、。 特色

のあるのは両l削除で， おのおのの上・1�·1�臓の紋が∞
’ ド状lζ有機的iζj止続しており， 法｜後寺

金堂本尊などよりかなり断道で，立Ji1fliの表 ·m ，ζ効的な変化を与えている。 ζれはJI.:平I］派の仏

像のi削除における造形的特色としてn； 白される。

第31玄1は， 頭部の�：ri;側且成果をもとに， 主として法｜降イ1・ -<i::1;1:：釈泡！三担保を参巧•（ζし， ほ

かに＇.！�抑調査叫lζ確認された�， FJJの台風E， 像. I協 怖の （，
＇

r.ii"，：などの資料lζもとづいて作成した

舵定｛刻版図である。 一光三』�（式の単身光は， 法｜盗苛・釈迦三尊｛象をもとlζ， かつては法隆c;'f'・像

においても｛、j·いていた飛天を配し c 'llj.i.（銘光背参照）• ,,,,ma 侍も同｛匁におけるj協作を参Jt,·にし

て配した。iLUJ，遁となるのはj限装郎分の大きさであるが， これは発JJ11i調介：，cょっ・てMr
i
：認された

1f』さ2.4尺，京i!!:il3.3尺， 南北9.5尺の.／El刈お・-IJUiの）＆N!Iζもとづいたためである（『飛鳥寺発御

調査報告LI詩文研学報ITT s Jill参！！（｛〉。 J,Uf＇！は， 上而が 、 JZらに仕上げられ， 引｛象の凶iJIIJにA王将の膝

），�成郎が当ったとみられるっくり出しと， 現像の1il,j(J[IJ｛ζ：�
侶
ーが叶ったとみられるJIIJみが必め

- 3 -
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られ， さらに後方lζは， 径9寸

深さ9寸の穴が東西ほほ対;f#Ji ！ζ

姉られており， これらは脇侍像

の立った納穴と推定される。 し

たがって， 本尊および脇侍は乙

の基壇上Iζ直接安置されたもの

と考えざるを得ないから， 推定

復原図における三尊の位置もそ

れに従った。 本尊lの像高はまず

越壇上而の両！膝部が当ったとみ

られるっくり出しから！漆張の長

さを推定し， 乙れをもとに法隆

寺金堂釈迦三尊の中尊にならっ

て，)I奈張とほぼ同じ数値の自宅

高をとって決定した も の であ

る。 これは， 古代仏像の比例の

！京WJ， つまり白老高がほぼj膝張

』ζ一 致すること（『年報』1970参

mo を逆に応用したもので， 頭

部しか現存しない飛鳥寺本部［の

ような作例の丈日を佐原的に推

第3図 飛鳥苛r本尊〔i1t定後原図 定する乙とも可能となったわけ

P.i'l 4図 山悶考仏fiJi�i告II底而

- 4

である。

山田寺仏頭 興福寺lζ所蹴される旧山田

守仏iiJlが， 685（天武13）年』ζ蘇我企山1£1石川

麻呂O)jJ誌協のために造られた飛J.� d1 W "1-J"'tiYt 

訟の丈六金銅像の国部で， 1187（文治 3 ）年

lζ 興偏奇・:rli金堂 lと移され， 1411（応永18）年

lζ舵災して体郎を失い， 1937（昭和 12）年来

金立の修.mi，ζ際して須弥1*の下から発見さ

れたことはあまりにもよく知られている。

第5図は， 写真測祉にもとずく山田守仏

iiJiの正・（J!1Jff1i図であるが， 乙のJJ)；合は， 体

i郁が失われて当初の頭部における上
守

卜·，，リき



飛鳥苛z本問・山111ミ包＇仏政の実1J!IJ��日fl：と打i：定復Jjfi

が不明であるため， かりに当初の顔の1,1] きに＆：も近いフランクフノレト基準而〈入額学上，l夜寝

下の凹みと耳王次長が水平な而） Iζ従って図化をおこなった。 日7而図にみるように， 本仏ITJiの場

合でも罷災による顔而の歪みが生じており， ことにiiJi郎のた側而においてそれがいちじるし

い。 木仏頭が頭上郎を欠損しているため， その内絡に8似の型持（3.8X4.5～5.6 × 4.5cm） ・

4本のとうがい＠J (3.5～6.5cm） が認められるなど， 上代金銅仏像の鋳造技法を知るための好

例の作例である乙とはよく知られているが， 実測図でもllj］らかなようにl.iJil取における鋳銅は

前方において以く（2.5cm）， 後方では 比絞（1�17：れ、（0.3～0.5cm）。 また， f,J.j造11".'iのガス気泡に

よる「すJは比較的上方lζ著しく，iiJi上却の欠Kiもそのためによるものかと推測される。 ま

た， i本部につながる破損部は，t洋地ll!ylCおけるひき；＇iリれが！点閃であったとみられ，iF 11師や，

it待りの三迫下lζ， 当初の補修である象似〈鋳からぐり〉 の泌跡が沼められる。 第41立1はE「i

郊の底面から内却をみたものであるが， これによってもlljjらかなように， 副部と互TUWsとのつ

け似；�l分に鋳かけによる鋳鋼が空仰をめぐって附泊しているから， このj払合においてもf,).y造

11.Jのtill修がいちじるしかったものと認められよう。

実測凶で注:Ci：されるのは， 当初Jの悩線がほぼ；Jく τr: )il11Jを向いている点である。 倣定彼版区i

（釘6図〉は， 乙のほぼ水平な仰紋を市制して， 京京 i米 太子＇i'釈迦倣はじめ， 白J\lll与代の小金

銅仏 ・ 1i!{.1L、 ・ 法隆寺.\l,!filliなどを参巧ーにして作成した。

i主防｛図作成のうえで与市長した条件を記せば次の通りである。(1）実i)(l]Jl二i1ii閣でもIYJらかなよ

うに，iiJ�f,fl左半部はm：災による rtEみがぷ：しいので， 試みlζ否みの比較的少ない右半郎を，r.i-11

紋で反1liしてl11l ii二した。（2）休部は， 上代の仏像！と支配する比例の阪ll!Jを応用して作成した。

第5 jgj 山Ill寺仏fiJi実�llJl:iil

- 5 -
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乙の際，｛象高が不l別であるため， 仮lζ薬師寺金堂本耳�｛（ζならって定めた。 比例の原則とは，

a l漆張を直径とする門を像の正ij，線上で地つきに接して描いた場合， 上j司が仏頭の自宅位置

に当る乙と， bその円の I jJ心を:iillり， 結協1した）践に接する紘と， 別lζ三道ドlζ日iいた水平線

とが日で交わる ζ と， である。 ただし， ζ の原則は丈六の結幼I�夫坐の姿勢におけるものであ

るから， 傍｛象と推定される本仏碩では両側lは路下げられて， 結果としては膝眼は短縮されて

いる。（3）両脚を妨下げたいわゆる術像の形相は， さきにも述べたように仏頭の視線がほとん

ど水平方向を向いているため， 乙れIζ類する白鳳諸仏にならって定めた。（4)1j:t尊の台座・光

？？は， 来(li[i寺金堂本尊・勧修寺�！$.長・法隆寺盛岡,r��仏の例lζならって， いわゆる宣字形台

座lζ談所＇.J巴光子？とした。 両足下lζ踏まえる迎撃も同級である。（5）両脇侍｛象は， かつて乙の像

の脇侍であったと推定される現興制寺東金堂脇侍をもって ζ れに当てた。（6)1k出の規校は，

ill在の山田寺講�；礎石の現状から， 当初7間堂であったものと推定， これに応じて， ，.， ,jと聞

に， ,, ·��，：， その阿lltkのIfりに名l協伴が｛立山するように配した。

第6図 山間寺三時｛象推定復原図

以上のように， g」従量(i'j却だけが成る上代仏像を'.EftUJIリ泣｛ζより実測し， 試みlζ推定絞版図

を「l：町長したが， もとよりその作風や意匠など詳細にわたっては不明な乙とが多い。 しかし，

ii� lia：な実測図をもとに， 少くとも当初jの丈虫なり続投：を倣測してみることは， 月iiζ仏像の話i

JJ；（的検討だけにとどまらず， 寺院.l:11: • ；立物. ij：築造椛・火：献笥：の総合的な検討を促すものと

して今後｛ζJO]侍されるものが少なくない。

- 6

（長谷川 減〉



彫刻 ・ 絵 画 の 調査

美術工芸研究室

仏像納入文書の調査研究昨年度に継続して収集資料の盤理解読にあたり，資料集成の原

稿作成をおこなった。特に大報恩寺十大弟子像および唐招提寺礼堂釈迦如来像の納入品につ

いては納入事情及び結縁者の検討をおこなった。

南都造像史の研究西大寺に於ける彫刻作例を検討し，四王堂銅造四天王立‘像，木造十一

而観音立像，文殊菩薩騎獅像について.仰調査し，四天王像では当初の広LI天像の残欠を確認

した。また文殊菩薩像の獅子像像内の1293年（永仁元）の結縁僧願父・交名を確認した。

写真測量による仏像実測調査平城宮跡発掘調査部計測修最室との協同で実施している写爽

測:M:による実測調査は，上代の丈ﾉ'く像作例として，法隆寺金蝋釈迦三尊像，薬師寺金堂1.1光

・月光菩薩像，同寺講堂薬師如来像，蟹満寺釈迦如来像について実施した。また，従来の成

果を応用して飛鳥寺本尊および旧IIIIll寺仏頭について推定復原図を作'戊した（２頁参照)。

「仏像修理記録」に関する調査研究本研究所所蔵になる|Ｈ１:]本美術院第２部のいわゆる

「仏像修理記録」の獅集刊行にともなう調jiwf究で，府紹捉寺金堂本｣Miおよび千手観音像の

調査成果をもとに，修理記録の図録の作成，ほかに奈良ﾘ,!:ド分の修理記録・図版資料の柊備

などをおこなった。

仏像における光背．台座の基礎的調査研究仏像の:11[厳具である光背・台座の遮礎資料の収集

とその形式変遷を実証的かつ復原的におこなうもので，本年度は昨年度につづき文献上の朋

語例の収集と検討をおこなったが，仏IIiiにみる台座・光'1ﾃを検討の資料として加え，‐1劃こ如

来像についてその資料を集めた。

無収差撮影装置による文化財基礎資料の作成（科研一般研究Ａ研究代表者長谷川誠）撹粍

のおそれのある1}f代の絵iIIiiや.i'鋤・出土木簡などの文化財と，利jl]度の商い建築・彫刻・出

土遺構．辿物の尖測間とを無収差搬彩装ilviを用いて商度に粘密な原､｣･埠典に搬彩し，文化財

の完全な記録的保全と復製化を試みるもので

ある。既成のものに本機関で改良を加え開発

した雁収差撮影装置を平城宮跡発掘調盗部写

其窄に設置し，絵両（薬師寺吉祥天像・西大寺

十二天画像など)，書跡（東大所蔵古伽鑑図)，出

土木簡（平城宮出土)，建築図面（平城宮朱雀門

復原図など)，彫刻図面（仏像の写真測11t図)，遺

構図面（平城宮第２次～72次)，土器実測図(平

城．飛鳥．藤原宮出土）の撤影をおこなった。

７

第１図無収差撮影装置



鹿児島県の民家調査

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

鹿児i:-:;1r;1,教育委日会とともに岡県の民家緊急調

査を実施し， 鈴木〈主任調査員〉・ 沢村・細見が参

加した。 第一次調査は各TIT H町村の 調査日が当た

り，96市町村，＿，］53カ所からリストが叫－出され， 263

fJRが報告された。 第二次調査は県在住の調宜口が

60棟を選定して調査を実地した。 その結果にもと

づき， 32,IWについて1972年度に第三次調査をおこ

なった。 文化庁姥造物詩！による歴史的集務の足切

に閲する予備調査も同時に行なわれ， その一 郎は

両者の協力によった。

！鹿児山県は地｝ll[上大月IJして，県J.IUI土の大l\!ll地方，

凶半の臨時宅地方と南西諸1：：；，ζ三分できる。 また階

！日上から， 旧侍および上級郷土・郷」：および山家 m1 図 鹿児 J::1 瓜民家分布図

・小規脱出江主家の区別ができ， ほかに繭・工・if.（！）立のIIIJ家がある。

形式からは分与Ii ・直家・1111家・IIIH誌などがある。 分事Ii型は｜将i当諸，：』を合め県全域lζ分布

し， 以内古民家のj比大多数を， ， iめるが， 地域によって特色がある。 薩隊北部ではオモテもナ

カエもともに 、手入で， 械を同一方向lζ揃えるものが多く， 薩陪半J；主知丘町 一行iでは両事Iiの問

［ζテノマがなく泌総で昆似をつなぎ， オモテのナカエff[IJの妥iζ玄illを設ける形の民家が（知1

j;L型〕人；多数である。 また南西諸J；占では名事長がまったく分離したり， テノマがなく渡廊下で

つながるものが作通である。 直fJ.はノ、昨i；地方山間部－－：1;:1ζ点在し， 1U1hlは稀であった。Ill］
＇

家

はすべて手入りのもので， ， ， ，・いものは少なし坊津IIIJのこ．練のみを調伐した。

�J
’
に年代のI佐：疋なものは少なく， ぷ拘i三年oso3) rn ,1Fのある級川Ill］

・
折IJI家は， 行'ft三倣で

分線型のオモテのみが妓り， 昔前火山：で明治31＂下建立の経過のわかる知覧町竹之内家は知覧

第 2 図 入来町黒武者家外観

8 -

第3図 応美大，：:iのI洋念



鹿児！知県の民家調査

型で荏蚕を目的としたやや大規棋なものである。 ほぼ年代のfifii実なものとして， 文久三年

0862）の坊津町森家は， fl主のIRJ家で， 俊れた造作をもち， 部1k (1850fi:.頃〉頃の京11り久保

家は上級郷土の分械のオモテのみ現存している。 ζれら二械は修理II寺などに棟札を発見した

記憶があるといわれ， 推定経年もこれに合致する。 坊主主IHJの平原家もl日戸］・主の大規,f�なIIIJ家

で， 万延元年（1859）の棟ヰしがあったといわれるが， みかけの年代はそれよりやや古そうに

思われる。 主t1'r.年代が17C以Mlと遡るものはなしもっとも古いと思われる大口市祁答院家

（上級郷土〉は大型の分悼式で，広間型三間どりと類似したオモテをもち18C初期とみられ，

知覧町森家は知覧型のオモテのみであるが， 18C後j�Jと思われる終j影四間どり型の良質の座

敷を残し， 庭聞はかつて名勝の指定をうけていたものである。 また， 入米町黒武者家は郷二十．

で分線型のナカエlζ18C末JDJのものを妓し， この階胞のナカエでは県内でもっとも古い。 辿

立年代は19 c q, JDJであろうが，iR占IIIJ'JlH法家は山本Iの小；�1'史民家で主な椛造住はすべて高li.:l'r.

柱とされ， 床も現在は竹座であるが， 下｛ζ二i止！＇°＇／状』ζ築きあげた土問床がほぼ建物全Tfii Iζ記長

り， 当初は土座であったと思われる。 平岡は広間と小安二つのみの間lれなものに佐原でき，

古い形式をiu存している。

平而形式では， ill問f恨の直屋はおおむね小規校で広間型三間どりが明治まで造られてい

る。 分tJU型でもオモテ｛ζ広間型三間どり）Ji似のものと必形四11-\Jどり類似のものとがあるが，

階回別にみて上IF!iのものは18C q:i l乙広間型三間どりから終形四IMJどりに変化し， 小規投なも

のは19C lζも三間どりのものが多い。 このことは先年調子正した宮111:.j県の場合と同械である。

南西諸島では建立年代の特に古いものはなく， 良質・のものには移築したものが多い。 とれ

は虫官などに強い堅木の大く良質な材木が得にくいためと説明されている。 特殊な桃造と外

線で知られる高1*の合は， ；｛(j:英大j治大和村の1！手企はW(f.本の危機にあり， 他の各民家lζ付属し

ているものも修築されたものが多く， 大型で村． 数の多いものは析になっている現状である。

（沢村 仁〉

I 入来町 :11武者hf:I：夫家医院・平副図 分棟年1

2 よロiii 桶芥院温帯家位以平1日図 分lll:1"-

3 知覧町 竹之内実行家現状平而鴎·Ii＂！倒伏闘うijJl'i't!

4 Wilt町 平服ヒノ家ー僻彼JJ;！平，r，；悶 悶）Ii{

5 1吋郎町 組内O.＼！：.’家現状平面図 11
＇

（駅

6 般市町 野i誼｛中古家創出・平田図 11'i!il 

第4図 鹿児山県民家の平l国

9 



図 平城宮跡整備図
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第 １

平 城 宮 跡 の 整 備 （3 ）

平 城 宮 跡 発 掘 調 査 部

1972 年度の宮跡整備は，前年度の継続工事として，境界土塁造成，推定第２次内裏整備，

水路改修，仮設道路，高圧線埋設，照明設備，ボーリング調査，草園整備をおこない，また

便益施設として便所・案内板を設置した。

境界土塁工事　　宮の西海大垣に相当する西側土塁を前年度に引き続き延長した。土塁は1.

5m の高さでその上部に植栽をおこない，県道側（西側）に高さ1.2m の凝灰岩切石積をおこ

なった（第１図Ａ）。

今年度施工区には第15次調査によって 玉手門（西面南門）が 確認されており， 門基壇およ

び脇門を復原表示した。佐伯門同様玉手門も県道により西半分を切られており，東西幅7.06

m ，南北幅31.75m, 高さ0.99  m の規杖の基壇復原にとどまった。　こ れ は 推定門基壇規模

（２×５間）の東半分に当たり，人造礎石によって表示出来た柱位置は，棟通り列６ヶ所およ

び朿柱列６ヶ所の計12簡所である。県道によって切|圻された基壇の断面は凝灰岩板石仕上げ

で表現した（第２図）。

内裏整備　　内裏整備は昨年度施工区の西側，第4 ～8,  11 次調査区域約9,100 ㎡について

おこなった。検出遺構には建物８棟（内２棟は一部）・築地・柵（２列）・ 池および市庭古墳

周濠があり，前３者は盛土張芝により，後２者は玉石および砂利で表示した。なお建物およ

び柵列は従来通りの工法によった（第１図Ｃ）。

池は第４次調査によって検出されたもので， 東西18m ， 南北17m におよぷ 不規則な形を

し，最深部の深さ約80cmであった。しかしこの池の後原については，給排水および日常管理

の問題から， 汀線を玉石（j20 ～30cm）で， 水面部を緑泥片岩砕石で 表示するにとどめた。

水路改修工事　 推定第１次伽

堂院地区西側を走る南北水路約

510m  >水上池の下流126 mを改

修した。護岸はいずれも割石２

段空積にし， 水 路 底は 流量の

多い ものをコンクリート（厚さ

5 cm) とし他は砂利蚊きとした｜

（第１図Ｄ）。

仮設道路　 昭和44年度および

45年度施工した仮設直路を第１

次内裏棚堂院の西側で短絡する

ために180  m を造成した。今年

-二･く

」
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第３図　便所及び水呑施設

木，30m 孔４木の計６本についておこなった（第１図25～30八

度は計画の約燧にとど

まった（第１図Ｅ）。

高圧線埋設および

照明設備工事　　昨年度

実施した発掘機械電源

用６ＫＶ高月ﾐ電線の延

長埋設工傴で，第２次

朝堂院の東方２箇所お

よび昭和45年度施工仮

設道路沿いに西方へ合

計642 m に つ い て お こ な っ

た（第１図Ｆ）。

ま た照 明 設 備 は 第 ２ 次 朝 堂

院 既 整 備地 区 内 ２ 箇 所 ， 佐 伯

門 およ び 仮 設 逆 路 沿 い ３ 箇

所 ， 四 南 隅 ２ 箇 所 の計 ７ 基を

設 置 し た 。

地質調査 ・ 水位水質 調査のた

めのボーリングエ 事　 昨 年 度 お

こ な っ た ボ ー リ ン グエ 事 およ

び 調 査 結 果 か ら ， さ らに 今 年

度 は地 質 状 況 ， 土 性 を 明 らか

に し （ 将来構造物を復 原させ る

際 の芯礎資料とする）,地 下 水 が

辿 物 の 保 存 に ど の よ う に 影 響

して い る かを 把 握 し て ， ﾀﾞiヽ後

の 遺物 保 存 の対 策 検 討 の 資 料

と す る な ど の 目的 で ５ ｍ 孔 ２

草園造成工事　　 繁殖力が強く， 宮内にその占有地を急激に増しつつある外来雑草の抑制

や，在来種の育成，ならびに環境整備地区拡人のスピード化等の目的から，今年度は昨年度

の湿地性草腫育成に対し乾圸性草種の育成を試みた。施工区は資料館の東約11,000 ㎡に，北

は仮設道路肩法而を，西および南は水路堤を利川し盛土して緩傾斜の法而を造成し，比校的

好乾地性のものを植栽することとした。　栽培植物は（間花期･春）ヒオウギ・チガヤ・スミレ

-  11 ―



奈良国立文化財研究所乍報

・トモエソウ・オキナグサ・シラン・ヤマユリ，
（夏から秋）オミナエシ・キキョウ・カワラナデ

シ
コ・リンドウ・ヒヨドリバナ・シュウメイギク

・リュウノウギク・センブリ・ヨメナ等合計29頤

類である
。なお柚栽は各種ある程度の緋度を持た

せ混柚した（第１図Ｂ）。

便益施設　
近年見学者数の増加が苦しく，宮跡

利用のための施設として便所１據・水呑丿昜（便所
に併設）および案内板（銅製１征）を設置した。 第４図　境界上塁および門法壇

便所
の位置は推定第２次朝堂院跡の東刪で，その外砌は覆屋と同様のデザインとし，出

来るだけ目立たないように低地を選び建設した。建物は東西5.8m，南北９ｍ，面砧42.68

㎡
，高さ3.35 mデッキプレート屋根，鉄骨造ブロック積平家建で，人口前面に水呑器２基，

洗
面手洗器２从を併設した。汚水および翊排水工忝は，建設場所を低地に選んだため，浄

化榊よりポンプアップし既存水路に接続した（第１図Ｇ）。また案内板は整備工ill:の比鮫

第５図案内阪

的遨んでいる第２次内裏朝堂院」地区の遺構と整備状況の関
辿，名称などを表示するために，現況地形を銅板（130×88cm
厚さ５ｍ）に腐食させ，建物基壇規皎を３ ｍｍ !･jの銅板でその
上に示しさらにその廴に建物規模を５ｓｌゾの銅板を用い，ビ
スおよび金属接着剤を併川し張fヽ」’けた。この釧板を太極毆土
塊上に凝灰岩切石台（縦150cm |#U 10cm高さ30～60cl）の上に設置
した（第１図Ｈ）。
なお平城宮跡整備工ljfの一環として1972 ・ 73年度にわたっ

て，宮内省南殿（仮称）の邸京が認められ，本年度は木材の購
入をおこなった。次年度に完成の予定である。（渡辺康史）

-

12



奈良国 立文化財研究所年報

建 築 遺 構 調 査 ・ 史跡 整 備 ・測 量

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

1｡ 建造物，町並・集落等の調査

白水阿弥陀堂の調査（福鳥県いわき市）　　1972年９月。沢村・宮本。日本建築史从礎資料集

成のための調査（科学研究費，代表者・太田博太郎）として，古材調介および一部の実測と写真

搬影をおこなった。

西大寺近世建築の調査（奈良県）　1972 年10月～12月。沢村・藤村・上野。本堂・石落抻の

－12 －



建築辿構調査・史跡整備 一朗鼠

実測を主とする西大寺近世建築の資料収集のために調査した。

奈良県町並予備調査（奈良県）　 文化庁による全国の町並・集落予備調査の一環として，奈

良県教育委員会と協同で，五条市新町，御所市，桜＃llf脇木・三愉，大和風｡|｡|市番匠・若槻

などの現状調査をおこなった。

橿原市吉川家住宅の調査（奈良県）　　鈴木・宮沢・天川。県立大和民俗公園への移築にとも

なう解休復原調査の結果, 18C 初期の建設と認められ，1日状が明らかとなった。

中家住宅（奈良県生駒郡安堵村）　　鈴木 一天ljl。解体修理工事にともなう調査にt迄力した。

２． 環境整備

難波宮跡（大阪市東区法円坂町）　　1972年４月～73年３月。沢村。大阪市の依頼により難波

宮大極殿跡の基壇復原計画及び工事を指導した。

大宰府都府随跡（福岡県筑紫郡太宰府IllJ）　　1972年3. 月～73 年４月。牛川・|lpil。都府楼東

辺回廊及びそれに接する大溝復原のための整備計両を行なった。

出雲国庁跡（松江市大草町）　1972 年４月。牛川・田巾。鵬根県の依頼により出雲国庁跡整

備の実施設計・施工の指導をおこなった。本年度は付持道路の造成と全域の」也形造成が完了

した。

多賀城内城跡（宮城県多賀城市）　1972 年４月～1973年３月。特別史跡多賀城跡内城の石敷

・脇殿の整備計画に協力した。

‐乗谷朝倉氏館跡（福井市足羽町）　　1971年～。牛川・ITI中。1971･72年度発掘調査で検出し

た建物, 土塁の一部積直し，-一部復原，園路の造成, 石敷遺構のエポキシ系樹脂注入による補

強, 植栽，案内板の設i削こついて指導した。館跡の土米内部の整備は今年度で一応完了した。

美濃国分寺跡（岐阜県大垣市）　　1972年12月。ITI巾。大士I｛市の依頼により美濃国 分寺跡の整

備基本設計を指導した。

３． 写真測量ほか

京博蔵遼代多宝千仏石幢（京都市）　1972年９月。京都岡立|母物館の屋外に展示されていた石

幢を川日館内に移設する際，屋外で組まれた状態の立而図と，解体後，各部材の平面図を得

るための撮影をおこない，縮尺31で図化した。

今井町町並（奈良県柵原市）　 今井町の町並の立面図作成のため，指定民家の棟を含む，通

称中町の東西筋98m を対象に撮影し，縮尺銛ｕの図化をおこなった。

古照遺跡（愛媛県松山市）　1972 年12月。牛川・工楽・黒崎・佃。松山市の依頼により，下

水処理場建設の際発見された木組遺構の写真測量をおこなった。

白水阿弥陀堂（福鳥県いわき巾）　　1972年９月。牛川・伊東・田中。いわき市の依頼により

史跡白水阿弥陀堂境域の環境整備に伴ない,|日園池の規杖を知るため山気探査をおこなった。

-  13  -
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震m提言古本令私記断簡補遺
歴史研究室・平織宮跡発掘調査部

l.!f招提苛宝磁の天井真！と，二fl<の米．依lζつめて永く保存されてきた写経 ・ 版経などの断簡

類を， 当研究所は一昨年全面的lζ調査し， 乙れらを写経 ・ 版経 ・ 印仏 ・ 古文11= ・ その他lζ分

類整理した。この際それらに混って， ，！｝IJ..l等から平安初頭を下らないとみられる率的 ・ 営繕

・ I.YJTIT3令の注釈 ，q：・〈昨年の報告で古本令私犯と命名した〉や， 自宅：年代がぶ良II !j代lζ遡るとお

もわれる法華経背詣などがみつかったので，昨年それを急ぎ紹介したのであるが，その際も

断っておいたように， 前回の調子l:は大まかな分類を行なうにとどまっていた。さらに盟主llが

すすめば， 同種資料が検出される可能性は充分に予想、されたのである。今回一部について，

さらに新在した紡栄，昨年も紹介した昔・義l街聞のほか，令私記l1fr附 2 ｝
＇

，·が新たに発凡された

ので，概略それを紹介して昨年の報告を補っておきたい。なお整理は未だ完了しておらず，

小紙片・が多い乙ともあり，今後さらに精子Eを加えれば， 同匝資料がみつかる可能性はある。

2Jj-の断聞は，後掲の釈文のどとくいずれもWIVJ令lζ服するものである。昨年報告の31祈

附！とは仮りにAC軍防） ・B C営紛・関市） ・CCl民1r1nの記号を付したが，今次発見のものも

それにつづけて，D • Eとしてお ζ う。弁断rmの寸法を掲げるとつぎのようになる。

D 1紙 縦 18. 5cm tJ/i 8. Ocm 

E 1紙 9.6cm 3.2cm 

D ltfrPJi ！ζは一 却にもとの紙の上t；討をのζすとζろがあり，また右端はよ1直lζ破れている。

ζ れはll'J:'if-既報のように，紙千？をつかって聖教を｛！｝写するために， I紙を2つ折りにして袋

縦装！ζ改めた隙の折りElであることを示している。Dltfr簡は，'.ilII約令第4条から第7条のネ

イリを合むから， n 給写真で示したように， A断的のiirllζi丘陵つながるものと判断される。永年

米｛却ζ つめられたままで，；）＜をかぶったこともあるらしく，紙の傷みは甚しいから，先�lこ

接続することは不可能であるが，おおよそは口絵写只のごとくになるものとみて誤りなt、。

El祈簡は小紙i;
－

であるが， •III約令の第1条・第2条〈？〉にかかわるものと与ー えられる。

E I続的lζもHおもとの紙の上端をとどめると ζ ろがある。

したがって，'ifIIりJ令の3断簡は， E→D→Aの11uur ，ζ 佐原でき， 乙れらはもとl i紙｛こ ，1 ：：・か

れたものであったろう。昨年報告－した営耕令 ・ Ill di令のB ・C断聞も，もとはl j紙で，1,lijlifr

附が主なって先比されたのは， 紙·，＂fを勺かう際lと袋綴械に改装したままの状況であろうこと

をのべたが， 率的令の3断的についても，同様な関係にあるととが訂以できるのである。 し

たがって， ノ？次米f1N1より発凡された令私記は，'iJII釣令1紙とI＼・結令・IYA di令l i紙の占II介2

紙分であるとみてよいであろう。

つぎにD・ E断的の内容をみてみよう。 同紙j ',· にみえる令火宇句を， l同火J..:..系み； r令諸

島干jの主主老軍i均令コヒと照会すればつぎのようになる。下に｛労斜lを抱した：t：句が，令私記ltfrffij

- 14 ー



店偲担�.±·.
所 議古本令私記断附Ii巡

にみえる字句ないし相当字句と判断されるものである。

第1条 凡軍聞大殺傷l 一 千人，少殺副rm，校長f二百人，nt<illl1 －百人，｜欲正五十人CE)

第4条 凡図司，毎年孟冬，附闘戎具CD〕

tg 6条 凡兵士，人｝JIJ-ON/制I六斗，境二斗，子f＇ ＇，�l；火供行戎具ミ�－；.並！時二n·色Jili'. c下略〕CD〕

第7条 凡兵士，4Ii:うえ紺布事一 仁l，若袈，銅蚤小釜，｜悩得二仁l，鍬ー具，坐IJ被 ー具，斧ー

具，小斧ー具，繋一兵，鎌ニ強，主Itー具，1］｝：五十人，火m－具，熟文一斤，手銀 ー 具，毎人

弓 一眼，弓弦袋一口，副弦二.{I傑，11E�泊五十Y2，削主主一具，太刀 一 仁l，刀子 一 枚，硝石一枚，

fllHll一 枚，飯袋－［I，水雨一口，頃雨一 仁I, !f.E1f1－具，lfil；一雨，皆令I� {illi，不可附少，f j-'.ijf. 

之臼，自ffi白将去，若上容年，Ill(＼将人｝JIJ戎具，［｜外不須（A. D) 

以上のごとく，D・E断的の｜長l係条火は，J宅老軍l的令の�H：条からtg7条にわたってい

る。なお Ertfrm1の第2U 回の 1·口人Jは，i必当な＊1]当字句は認められないが，あるいは，第
〈五刀）

2 条の「凡兵士作為｜琢伍〈下略） Jの「！汲伍」 l乙関係するのかもしれなし、。 ζれにより， A

｜祈前jをふくめると，：i在l約令の関係条文；は17条ないし18�長になる。

つぎに令文字句の異同についてみると，Dt!fr聞には』1.lb＇己する字句が2 f!MI肝ある。lつは第

7 条の「益平」（養怠令文の釧｛：！のであり，いま l つは同条の「行綴」（腿rjJ)でめる。

ZI日Zの韮は，集ltlllζ「析釘」とあるように「まぐさをきる」の；な｜沫であり，乙の令在、J己も

「司；切」と注釈している。一方坐IJ1M：は， 『和名J少」によると「久佐岐利」の布l名がHされて

おり， 『令義W(Jのii;tJIIも同様「クサキリ」とあるから，令荘、記の令火が釧mのかわりに甚

平を用いていることはまちがいない。延下：：兵i邪式や同.！！t筑エ＼.：. lとは.Iii.Iζ坐IJ一平をもって拐を切

る具を表わしているが，披t,i·は釧と韮がJUHされることについて， 円安坐lj，折似·ll!., iliilfilL 

?..'i:� ν t3具，！！Ji;借ν釧九 ν ￥ 1 I没火；，�. ii払0tl山，今俗日子.：：�11切ー者－之矧」とのべている。 「拘l

f.f：少jの盆：者がいうように，坐IHM：は店式の表製であり，府代の11·：式なj日誌iで・あったのであろ

う。わが長老市防令の字句lζ採用されたのもそのためであるが，－）jの令私記の玖立は，i'I',

典もさた
。
かでーはなく，これをもって拐を切る具を表わすの

には！日必fドJ (C. Jjfrのある字句といえよう。

これに対して，令干1,J己が呪イメj;i'.ι令と災なるいま一 つの

こ子句である r:i i'�J c脚併を芯，：n，！とする〉は，「羽1:r:,H、 』が「J,! f

式云，，：1'11f'.r i!i\iこ I：，人）Jilf r縦一具，本，：�J式云，！盟I tl」と阪備

しているように，Jl笠，11がわが国の用字であるのに対して，

店式の川字である。易」1字主主」Eイ子夫；をはじめ「！;if三世紀なと、 わ

が国の文献には，II型rl1・ll日i弘の文字が伎われ，4 1事1iがJTJい

られる乙とはない（天武11年紀，天武朱烏元年紀）。 したがっ

てζの似合は，長老'il(lりj令がJJ式をf%1TJせずに前jlリlな「Jl1i!

m1図 D断間（先） E断！日'i(;{_;) rp Jの析をつかったのに対して，今｜旦｜発見された令私記は
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（
Ｅ
）
茂
領
釦
副
胡

Ⅱ
ｕ
〔
町
芯
釦
剛

□

唐式そのままの字句を用いていることになる。

以上Ｄ断簡の相異する字句をとりあげたが，いま軍防令について，前回報告したＡ断簡の

相異する字句をふくめて掲げるとつぎのようになる。

劉碓（７条）→韮草腔巾（７条）→行糎放還（1 1 条）→免上

工於許算（1 3 条）→口文使（１５条）→彼充（1 9 条）→為

随事（2 0 条）→節級配隷（2 1 条）→配順何叱（2 2 条）→談何

Ａ，Ｄ，Ｅ断簡にみえる軍防令文の条数は1 7 条ないし1 8 条と考えられるから，上記のよう

に相異字句が９個所８条におよぶ事実は大いに注目されることであり，また両者の字句を比

較すると，令私記のそれがやや生硬で適切さを欠くのに対して，現存養老令の字句は，前者

の問題のある用字をより平易にし，適確な字句に改めていることが知られるのである。

前年の報告では，今回発見の令私記の令本文について，今日考え得る三つの可能性を併記

しておいた。今回の報告によっても，そのいずれとも定め難い点はのこるが，いまのべたよ

うなこの令文の字句がもっている傾向を勘案すると，古本令私記の令文は，現存養老令に先

行する令文の可能性が考えられるのではなかろうか。事柄はきわめて重要な内容を含むので
後日なお ; 検討を加えたいとおもう。（狩野久）

古本令私記
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典 籍 古 文 書 の 調 査
歴　 史　 研　究　 室

南都諸寺所蔵典籍古文書調査

(1)西人 与　1972年６月・９月・11月。古文;1:: ・ 典籍・西大寺版板木の調査ならびに 整理を

おこなった。 これまでに泅査を了えたものもrなめて本格的な整理・調戉に着手したが，本

年皮内ではそのー･部を完了し得たのみである。

(2)唐招提寺　1972 年７月・11月。前年度調 戉の米 俵に詰められていた写経版経断簡頬を再

羂査し，「年 報1972｣に紹介した令私記・膏義の断倒若干をあらたにliyl認した( 本廿;こ別掲紹

介)。

仁和寺典籍古文轡調査

1972年３月。 従来の調査の継続。 琳巾蔵階 ド収納の典籍頬を訓 だ( 約20箱)ｏ

なお無常講式その他の写真搬影をおこなった。

その他の調査

{1呻II宮文庫　1972 年10月。前年度よりの継続調 だ。･;リJII宮 儀式帳その他を 調査搬影。

(2)東京国立博物館　1972 年11月。諸寺縁起集( 竹家本) その他の調1'1ﾐ・搬影。

(3)人東急記念文庫　1973 年２月。 太鏡百錬抄その他の調だ・撮影。

(4)根津美術館　1973^-2 月。諸寺竦抄の一部ならびに占文,IFの詬ｈ'11 ・ 撮影。

(5)西大寺|凵蔵古図( 東京大学文学部岡史研究室蔵)　1973 年２り～３月。調在・搬影。

(6)石山寺( 科学研究費，代表者・京都芸人 佐和隆研)1972 年８月・12月 。'73年３川。聖教な

らびに一 切経の調査。

(7)高山 寺( 科学研究費，代表者・束京人学 築島裕) 1972 年４月・７月・12 川。 聖教・古文占

調査。
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南 都 諳 寺 縁 起 の 総 合 的 研 究

美術工芸研究室・建造物研究室・歴史研究室・平城宮跡発掘調査部

美術工芸・姓築・ 艇史・考古の各部門の協力によって，南都諦 ’与関係の縁起類を逐語的か

つ総合的に研究しようとするものである。昭 和42年以 收継続しておこなってい るが， ｙＬ人

な巡礼私記亅 については一ﾛﾐの検 討を終え，現在は『 諸川’な木諸寺縁起集』の研究を尖 施し

ている。 関述資料の収集のため西人寺・朿京岡立博物館・人東急記念文庫などの調査を おこ

なった。
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平城宮跡発掘調査部は1 9 7 2 年度に，宮内の推定第１次内裏・大極殿区域の南限にあたる部

分で，互いに接して第７５．７７次の発掘調査をおこなった。このほか，住宅の新・改築による

特別史跡指定地の現状変更にともなう事前の発掘調査を７ケ所で実施した。

また，平城宮跡周辺部でも住宅等の新築が急増し，その萌前調査として奈良市法華寺町で

８ケ所，同西大寺町で１ケ所，同巾山町で１ケ所，同杏町で１ケ所の発掘調査をおこなっ

た。さらに奈良市と京都府相楽郡木津町にまたがった平城ニュータウン予定地内1 2 ケ所で，

奈良県・京都府両教育委員会の依頼により予備調査を実施した。

以上の調在位綬と期間，而積については第１表の通りである。

推定第１次内裏・大極殿区域の調査

この付近では，1 9 6 6 年以来すでに４次（2 7 . 4 1 . 6 9 . 7 2 次）にわたって発掘調査をおこなっ

てきた。1 9 7 2 年度に実施した第７５．７７次調査は, 推定第１次内裏南限にあたる部分で, 北に第

7 5 次, 南に第7 7 次調査区を設けた｡ 付近の地形は，黄色粘土や黒色粘土からなる地1 1 1 が発掘区

の北方から南方に| ｈ｣ って緩かに傾斜し，約1 6 0 ｍ離れたその北と南での高低差は1 . 6 ｍある。

１９７２．４．１～１９７２．６．２０

１９７３．１．１３～１９７３．４．２３
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１９７２．７．
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平城宮跡とその周辺の発掘調査
平城宮跡発掘調査部

法雄寺現境内

奈良市中山町中1 1 1 瓦窯

法唯制' 1 境内

〃

法権{ F 現境内

法椎寺Ⅱ1 境内

〃

〃

法惟ｆ町阿弥陀浄. 上院跡

西一坊大路

左京八条一坊( 惣奄寺跡）

. ､ 1 4 城ニュータウンｒ定地内遺跡

馬策北方

第２次内製外郭北方

寓東辺

〃
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馬東北ﾉj 、
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平成宮跡とその周辺の発銅剥在

今回の調査やζれまでの剖笠を通じて， との区域は奈良H寺代lζ， 大きくみて 3 ll!iJUJの改変

が隊認され ている。このほか， 平以宮造営以前lζ属する若干のill
＇

•桃も凡つか っている。

以下の記述もそれにもとづき， 仮にA～C JOJにわけでおこ なっていきた い。

第75次調査 平城7f;;;it
’

：＼以前の辿椛として， 古坑1 , i1Yt 1がある。 北山S X7800 はmr,1ii

V 字形のp;j泌をもっ一辺約llm の方別である。後に加丘は削平され叫！阪市のみをfJす。m の

J,',j泌からは地輸が山土した。Mts D7787！まS X7800のi!J：！）.とを11迦して南北にのびる。幅約1.5 

ぷ抑りiiYtで， 主主営iζ際して.rT::i'r.てられている。ードツi且の京側総であろう。

AJ明！ζ属する辿：椛としてJl11l立位式n物 3 ， 泌2 ， 柵 2がある。S 87780は2／日l×5 /l日の似てl.

柱南北線住物で， 桁行10尺， 決｜！日 8 尺匂II日， S 87790は211\J×3 /HJの州立位南北線姑物で，

f行f j-10尺， 梁n\J7 尺のせ；／Iりである。 ζ の2 tl!のえu物は24尺を断てて南北IC:，）（，：んでいる。 S

87765は2問×3 II日の抑｝'r.t1米凶品H.lt物である。位問は8尺であるが， 西安住3iljは3 /In 1ζか

んがえられる。S D7142は幅約l mのぷ抑りの南北消で， 比較的liJJUJ/1\Jのうちに埋め られて

いる。S A3805は束尚ブljJ行lの柵で， 9 /HJ分を検1'1＼したが米はITT27jく訓:r\J也lとのびるa H= /1\Jは

およそ12尺前後。 S A3805のf'ij)fl4.4mを隔ててSA3818が、手i Jする。 陶.／UN，』S D7760はl判i

)jの市而rjI：＇），！：門から進入する道路の球。！IJ?停である。

B j切には発品，1J区；｜じ半msをよ傑り�＼�J也し， 京州）jJ11Jの築地S A3810Aおよび市1f1jrj1央／ 11JS B 

7750Aをつくっている。 S B7750Aは市北両fliirと凝灰山地出イ7の抜取り百足跡、S D7772・7773

をとどめる のみであるが， ζれによって京11421.0m， 市北12.9mの川町がかん がえられる。

lね・北！日には長さ13.6m, l陥l.lmの階段浪跡がある。 拠地S A3810Aは後にS A3810 Blζ 

よって 削平されるが， 以内総S D7775は北1(1iの同泌i1l'i'である。

C JUHζは市11ijlj1火門築地を改修し， その｜判.It!ζ2条の11111とl条の桝をつくっている。 市1fli

1/1火／ 1 1]S 87750 Bは1/ 11/qlJ線上にあるJl11LW.林他物で， 淀川は9パ2 H\J , Hri jはrj I火｜！日14)'(, llhh 

/llJlO尺， 端問8 ）その脱出である。 作品1!J杉は一辺llmU)I”UL)i形で，！白
・

係約40cmのf-Ell:.fl跡を

とどめる。 ただt�fi並りについては1\1！）伝はなく， （J古（jがおか：！
＂

tていた11J能性がつよい。 築地S

A3810 BがS 87750 Bにj以（.］－い て点)iiζのびる。j出版怖がJ 2 m, 1:·:jさ50cmをとどめ ， J1；悩色

ti'i1'1；土をj授�（ζよって的きしめている。 ー－－

l判1flj1 /1火門から＊＇ζ27.4m雌れた｛川川［ζ

ll\]1113尺の脇門S 87770をつくる。 築地

の市Jヒ，，，，jfillj ！こは幅 約 1 111の雨f別枠があ

る。11Llt泌S D7131は築地の卜
．

を！府県で

ぬけ，ftilζのびる。 発J1i1llズの；十Jド
：

urζ似し

て必l出ー｛ζの びる柵S A3740は15/1\J分を

検出したがw方では第27次調10也にのび

る。その南iζ 京凶椛S D3769が平行する。

- 19 ー
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東西相i S A3809は築地の北方で発掘区を東西に横断する柳で柱聞は20尺である。 C期でも時

期的に遅れる建物としてS 87765 ・ s 87785がある。 S 87765は 2 間× 2 聞の掘立柱東西棟

建物であるが， 西安を 3 聞につくっている。 S 87785は 2 間× 3 閣の招立柱東凶棟建物で，

梁間8尺， 桁行9尺である。

以上， 発捌によって明らかになった逃椛のあらましをのべたが， 3期のおよその年代は，

A期が造営当初から 天平II券宝 5 年（753） までの｜時期， B j羽が天平Jlii宝末年から宝屯末年（780

年頃）， c j田が延暦年 聞から弘仁年間（782～824年頃〉と考えられる。

第75次調査地の特色として， 恒久的な建造物がきわめて少ないことがあげられる。 つまり

B j切に造作する南町中央門と築地を除くならば， 基本的lζは広場としての性格がつよいと言

えよう。

第77次調査 発掘区の南半部では地山上lζ， アシなどの植物iLlイ本を混える黒色粘土屈が堆

杭し， 湿地の状況を呈する。 との厨位l乙は6世紀末からs-1並紀初頭にかけての土探布II片や木

材の削屑を含む。 ζ の地域の南北中戦h線の東方 l.5mの位置に南北部S 07821があり， 第16

・ 17 ・ 75次調査で検出した一連の下ツ道東側構！ζ 相当する。 加立柱の小建物S 87816 ・ 7817

もほぼこの時期に存在するのであろう。

平城宮造営lζ際しては， 地山上回lζ黄褐色のパラス混り土を敷いて絡地する。 路地土の厚

さは北半部では15cmJvj後， 南半部の厚い部分で30cmを計る。�在地土の上lと椛築されるど奈良H与

代の迂j・：J}ilま火きく A ・ B ・ CJUJIとわかれ， さらに AWlは A1 ・ A2 • AJの小期lζ区別すること

ができる。

AdDI 南町 1j1央門S 87801 とその両翼にとりつく回廊の南縁は耕作のため著しく削りと

られているが， 旧規紋の確認が全く不可能ではない。 S 87801は東西3lm, T-t1北17.2mの痢

込み地業をお乙ない， 保存の良い部分では迫椛検出前からl mの深さがある。 掘込み地業lζ

際しては，ffilj診のJbj縁あるいはrj1央部分lζ架石詰めの音階渠をめぐらし， ！まに粗く栗石をな

らべる。 上部は版築で鵠き回め， 5周lζ大別できる。 各回はさらに3～4厨の紛l別が可能，

きわめて強固で、ある。 版築松みの各辺を少し削って東西 28.5m, 南北 16.8m のti!i担を築

成する。 周聞に凝灰岩の散布がみられ， 本来はJjj_上砧基}fjであったらしい。 ：lじ而LjJ央lζ長

さ15.4m， 幅70cm にわたって凝灰岩片があり， 階段とかんがえられる。 法壇上百lは削平さ

れ， 磁石据イ、jけの栂石などはない。 越正（の規桜から， 51日l× 2 間， 15尺等間程度の門が惣定

できる。 S C5600 ・ s C7820 も法制築成に際して捌込み地業をお乙なっている。 幅 Um北

辺では追梢検出而から50～70cmの深さに版築がみとめられるが， 南辺ではいくらか深い。 版

築は門l乙比して粗雑であり， 4 ～ 5 陪にわかれるが軟質である。 門の東で 5 m， 西では 4 m

離れた位置に門の場合と同級の盲暗渠S D7807 ・ S D7808をつくる。 S 05600の基制上而に

ほ磁石据Hけの架石をHIいた線石が残存する。 それによれば， 梁間24尺， 桁行15尺となり，

- 20 -



平械宮跡とその周辺の発!liili'J.目ft

�2 図 第75 ・ 77次調査逃椛平面図
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71I日分を検出した。 ただし， f'9への］収，1

柱位位を町在認できなかつた。 梁問中央 lと築地をともなう築地回廊lζ 似定しうるのであるが，

築地痕跡は見出せなかった。 北側住列の外側， l.5m を隔てて地槌石の抜取痕跡があり，P']

と問織に｝向上私·tJ;.liiがかんがえられる。 S C5600 が門lζ 接するイ，］·近のt,Utl上而に， 南北両

而の地磁石扱f、cj-け減で結ばれる 2 条の南北j必S X7814がある。 脇門の胞設である可能性がつ

よい。 悲出の南北縁 lζは， 京銅りt，昨を抑，り挙大の際を詰め， その上 l�l （ζ も20cm 1J1i1t: t.i'i上げた

S 05575 ・ S 05565 ・ S 07811がある。H官渠による封1'7J<とill也化事l：とをヨftねたのであろう。

北而の保存のよい部分ではS 05557の外側に大粒のパラスを約50cm幅で放き雨落泌S D7813 

をつくる。 その外側ljは問疎なパラス敷商になって北方lζ 広がる。

A21町 南而中央門S 87801はA1 j切の規校をほぼ防製， ただ階段のIllが l.5mlζ 拡�E�して

いる。 回廊1li・N·/S C5600 ・ s C7820も越本的lζ 変化しないが， S C5600には新 lζ ！�物S 87 

802がi曽築される。 S 87802はf'9;)J!f,／の束， 17m 陥れた地点から東西25.5m, ｜十4:1じ Bm の組

問で11;出を北側lζ 拡接してつくられる。 桁行 5 間 (15尺等II]］）， 梁間 3 rm 03尺等間〉の京i＆陳

総柱�物， 東斐柱の 1 柱を除く四而はJliii立柱とし， 内部を礎石住とする。 住抑j杉は 3.5 × 3

m， 深さ3 m !Jlj後の長方形を呈し， 大｝巴の柱抜j収痕跡をともなう。 北側柱のl ;\tζ住般をと

どめるが， それは l直径約75cmの）L柱で， 下端の＊＇－＇lζ 似がらみを受けるi,¥iを彫り，l，王却には

上下 2 段の納穴を11通させ， ’卜
．

段には両側から挿入したffJ材がftる。村： Jl:1iJ診の対f<J線上にflJ

材を配し柱を支えたようである。 なお， ね：を抜取る隙 lζ 切｜析したfiJ材が数穴の侃J包Iと認めら

れる。 東安柱の 1 穴は他と同級tCifiii}杉をつくるが， 上 1l1iから仰さ70cmにわたって強問な版築

地業を胞しており， 磁石柱lζ 変更されているよ

うである。 内郎では 1 辺 2 mlJij後の法い礎石据

付け侃J彰を長TIり， そのq，心！ζ架Tiをj刊いた板

おをとどめる。 ζうした柱イfLii:1＇.の状況から桜Im\

の上部椛造が舵測される。

S 87801からS 87802にかけての北辺には礁

が倣詰められる。 乙の：百txは法制緑から！と1.Jtーは

じまり， 汗H答j此などの施設はない。

回廊の心から20111 北方（（JR l也r,1iS D5590Aが

ある。 さき lとお乙なった第41次調子tlζ よって，

ζの械に集結する雨水は巨大な木ぬnt￥漢にやーか

れて， 耳UfrT回廊外lζ排水される乙とが判明して

いる。

A3J切との時期の南而,j IうたflリS 87801は規校：

- 22 --
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平減宮跡とその周辺の発制調fi

をやや紛少し， ＊四27.2m， 南北16.4mのlJ).1·:1となる。｜日l廊SC5600・ s C7820と後胤住物

S 87802は存絞。しかし， :ill物の；11:Jiをめぐる際J肢はj早さ20cm程度の砂質土で型Jr.て られ，

その上にパラスを敷く。 またP＇］・l旦l廊必h''iの外縁に準大の艇を－:YIHζ止（；：べ， その内fl[IJ50cmの

幅で大粒のパラスを敷いた雨落械をめぐらしている。 間務総は門の北Ho階段の而m,1付近で北

上し， S D5590 B lζ住ぐ。 S D5590 BはA2JUJの出を1Ji; 1J£えしたものである。

門の；l七llli階段の幅で北ill：する純凶のパラスは比政的大形で，q1il\h紋から7 m束;1,fりにIY4北

i,Vt S D7760があり， Jじ逃する道路と点fJ[IJi,V，.：であろう。

BWJ この11:iJDJ 1ζ回するj立椛は先制｜廷JJ.すには｛バ正しない。

c ]OJ 抑Ji.柱述物 2 ， 相n lがζのii!fiDHζ属する。 Nill線上lζ位ii',＇.する京凶+J!I:i.t物S 87803 

は， Jj.［半分しか検出しなかったが，折di"7fln， 梁11\J 411\Jの規肢が；限定できる。住問は削の｜叫

が12尺と！よく， 他は10尺である。 内の柱痕跡を欠くが， おそらく 511\J×211\Jの磁石による身

合が存在したのであろう。 また十u古川のMJl111 l乙3.5m1)1j後の間隔をおいて小穴があり， 足掛

川柱穴とかんがえられる。

SB 7803の北側llζ京山iJj1r,Jtこのびる小中l：火の祁IISA 7815がある。 住11\]17尺で1011\J分検出し

たが， まだ来凶lζのびるようである。SA 7815 の北7 111を｜悩て て 侃立ね；他物 S 87753があ

る。 これは211\J×2 IUJ, 6尺等11\Jの小j五である。

造物 造営1),jの旧j也H1iからは， 6111:紀から 81此紀初期re五る土保制j Yが発凡され， ·t；宅地土

やJ,U1·1土にはlf!'.i愉n·が浪人し て いた。

AJ JUJIC廃絶するS D5590 8やそれ以｜十Jのパラス飲にはおびただしく瓦）
＇
i'がJi(,私し， fy」

・
1(11

の椛築物の廃絶状況をとどめて いる。 S 87802の柱抜J＆痕跡からは灰などに保って瓦・土以

．木日5・＊ 聞などが出土した。

H瓦の火；絞からすれば，中｜：丸瓦でほ6284・6304型式がそれぞれ46.396と26.196を山め， ljij ・

主1z1:r,では66641包式カ164.396を 1
1 iめて いる。 この状況は節目・72・75次制作とは紋札｜を拠にす

るものである。

土r:11i日日・須必総ではk'IZ-末年よりもややli・hる技法を示している。 また， S 87802の柱抜

j削長跡からは，IH代輩出j也方でつくられたらしいII白紙紹色治｜｜を胞す向山）
＇
i'がIU土している。

本総として ， 人形・j修代・JIJJ物・しゃもじなどがある。そのうちJi＇.�をかたどった形代や線

形の児子をあらわす人形は珍らしいものである。

木簡は総数243lUI＇， 土した。 多くはi!ili門｝（Jlζ!ii.lJ訴するWiゴーに！YAするもので，/ 19のIi\入を院担

した t記録のようである。 また「大敗J，「御輿人」など乙の区域の1'.JJ�をうかがいうるものも

ある。 作紀のある木前jもj-1＇， 土し て おり， それによるとぷ手勝宝5年正月の記録：！＆＇（が,i，心のよ

うである。 この木前jからAJJUJの13'/i絶が7531,刊ζ近いll\/1， にあることがわかる。

.l-J.J:.のような沼77次の発品1！制作lζよって ， 乙の区域！こは， AJUJとCJl1Jの辿桃があり， B10] 

のii'.!椛がない乙とがゆlら かになった。 c JUJの辿備であるS 87803は奈良時代末期から平安l!!i
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代初期iζ属するこの区域の中心的な建物であり，

それ以前lζは主要な殿舎は存在しない。 そうした

ととから従来の第l次内裏・大極殿区域のかんが

えブJは基本的lζ改めねばならないであろう。

ここで， 今回の調査や過去の調査の成果にもと

づき， 推定第l次内裏および大極殿地域の， 現段

階でのll!jJ倒別の配置ftl （：系を概括してみると第51立｜

のようになる。

すなわちAJDJは際原宮から選者!lした当初jのH羽田

からはじまる。 この地域は東西600尺， 南北1080

尺の長方形の平副lζ区間され， 外周lと回廊をめぐ

らす。 南而
一

l rjJ央lとは門S B7801をおき， 市北長を

め
’

4図 S 05557 3分する最後方の幅360尺の一回lを台状lζっくり，

そこに巨大なS 87200を中心とする他物昨を椛築したようである。�；物1洋と南而中央門との

II日！ζlま 一時的な�物は存在するが， 基本的iζは広協であった。 後方の出物野区では前後2小

jDJの区JjlJが可能であり， 市l市では3小JUHζわかっζとができる。 とくに市而ではA2 J切に陸

第5図 推定第1次内袋・大極殿舎変遜図
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:;-1z:城宮跡とその）.＇�辺の発釦i,J.�i:l:

この地域の

AJifJの終末は11\

風建物S B7802を増築し，

イ牟rr&を培l力J］している。

天平JI長宝5・6 !.jτ 土木聞によって，

(753・754）にかんがえられる。

AJUJの11,i1ui恒l廊が350尺B!DJ lζは，

後退し，約600尺四方のIト：＂）J区間lζ築

i也をめぐらす。11-11l41it/J!上のili而に門S

B7750Aを聞く3 後方の台状区はj)ijjfli

S B7150を小心にその脇

lζ数存在の�物を配する。それらは10尺

｛ζ拡張され，

ヘリコプクーによる！写及：iJ{rJ:w:CT16l� 
方l恨の計i血ifJj！（ζもとづいて辿設された

そのド l肢はr'.1'1土のこ｜二日誌・瓦などかものである。乙の時期も前後2 WJの小Jg]Iこl及川できるが，

ら：1:fむ末年（780）におかれる。

Cl9J lζはB JDJの築地を踏裂するが，，）.-1miのl般会配i，＼：はまったくB JDJとtH討を�yにする。す

なわち，後方のil物7tれまいわゆる内災・の建物配刊に改変され，l十川

乙の時J9Jの下限はIL\ニI_：.の土保から�1、仁木・ノ、長初｛j'. (82-1 ：，三頃）［ζかんがえ殿？）をつくる。

られ，桓武帝・平城上去の内謀とかんがえられる。

この制作j出ヘリコプターによる宅I j I JJ,}l；；；でおこなった。77次発制調査地区の辿情実ill�は，

31亘｜の似；；与とノリレ ー ンによる区の性絡上，各Wiのj立一 桃を記録するため，調-tl'WJHJJを迎じて，

て（｛，：＇：j紋11[]1＼＇·古は｜玄｜化縮尺は）.，50,撮影をl @Iおこなった。保；；主将i尺はげoo, 1200, .l,sooとし，
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法華寺境内（第79- 2 ・ 10次調査〉

境内における茶室， 茶庭築造lζともなう事前調査として， 春と秋の2@] lζわけで実施し

た。 調査地は現本堂と東方の通称 “庇｝illし呂 ” との間にあり， 四・南を築地塀で閉まれた空地

である。 調査では， 建物 4, t,Yt 2 ， 土:lhtt， 小穴多数を検出した。 このうち建物迫椛は奈良時

代に回し， 椛， j二；燐などはr.1ヨ世， 近世のものである。 また， 建物迫桃iζ｜刻しては規税不明の

部分があるが， 重複状況から木地域には3 J引にわたる建て替えが認められた。

I WJ lζは， 梁間 4 間， 桁行 6 間以上の東西事長調立柱建物がある。 柱問は梁間 2.7m弱， 桁

行 3 m�Jsjの等聞で， それぞれ天平尺の 9 尺・ 10尺に相当する。 なお， 検出した西端柱聞の棟

通りから l 尺南側にずれた位置に， 床東の柱痕跡を認めており，長！ミ張りのある殿舎Jilil建物と

考えられる。 本主主物の東端を確認するために， 更に 2 問東寄りに小トレンチを設けたが， 後

·111:の出乱が著しく， 柱穴のl依認はできなかったω

II j切には， 梁間 3 問， 桁行 4 間以上の東西棟抑J.l.柱泌物がある。 柱間寸法は�t間2.7m三年

間， 桁行3.0m�；：間である。

III JUJ lとは， 梁間 4 間， 桁行 7 聞の東西棟建物があり， 桁行柱通り 7 閣のうち東寄り 5 問分

を検出した。 柱聞は梁間2.7m等間， 桁間3.0m�；聞である。 本�物は磁石と侃i立校を併用し

た特殊な椛造をしている。 すなわち， 南北側柱列のl十I央4本を倒立柱とし， 他を礎石述とす

るものである。 磁石建の箇所には河原石を円形lζ数きならべた般石が成存し， 銅立柱の箇所

！ζは径60cmの位般を検出した。 なお， 訪日立柱郎分は後にすべて礎石に取り主主えられている。

以上のほかに， 発抑区南端で東西方向の柱ヂJj（柱llll2.7m）を 2 間分検出した。 いずれの建

物とも柱筋はそろわず，II年JU］・規校ともに不明である。 これらの建物のうちE期の辿物につ

いては， 現本堂下の建物および本堂前の建物（1952年本堂解体修裂i時の発見逃椛）のこちuが， 礎

石と抗日立柱を併用しているととと一致し， 規校も等しい。 おそらく乙れらと同一il!y:JJJJのもの

M]7図 法lfifミ�＇邸内発掘:il1椛配ili'.図

とみて問地いないであろう。 また I .

 II j切のmi立柱建物は， ミ�＇以前の丈l；物，

l すなわち燦即；不比等副Hζ

I と2号．えられる。 なお， 現木堂はi去毒主￥j' ．

: J 伽藍の推定i:/1 ij�h線上防るが， 今回検

山の各組物は推定出北小路の心上にあ

る。 先述のUB't：見辿桃とあわせて， そ

i 仰山川ばならな山現

在のところこれに対する約制的な資料

はなく， 旧境内lζ対する今後の対処lζ

作っとζろが多い。
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手城宮跡とその周辺の発銅調査

阿弥陀浄土院跡〔第80次調査〉

今回の発掘調J査は， 法務1｝市Jiのノ＇kl且 －:fM·

が宅地化されつつある情勢のrj:1で， ＞IZ城7戸；京

｜坑跡lζ｜燐践し， 阿弥陀f!f；土院跡として知られ

る乙のj也械の保存が， 差し辿った問題となっ

たため， 実施したものである。 調:r't±也は， 平

城京左京二条二υJ 十伴の凹北間にあたる一枚

の；｝（Illである。 調主f.J也の京i'?il相；から約20mの

ところに， 阿体！？とか土院の庭石といわれる花

刷岩の立石がある。

i立構！而（仰向約61 rn ）は， 砂町上にあり， そ

の1,kif'iとなる粘土！日！ζは， 自然＊や？ト：,tt等の

行機質が多く包合され， J乙米， ii次切なi也fill:で

あったと，也われる。 7J(Ellと化した現在でも，

地元の人は， その秋山さを称して
“

山Ill
＇’

と

日子んでいる。 しかし， こうした点地条件にも

かかわらず， i立椛の保存状態は良好であっ

fこ。

調査によって検出した辿桃は， �物7・榔

2・i1Vi6・」二以：3・特級迫柿2 である。 これ

らの迫怖の1frfi.lll.1i JDJは， ノ三きくA・B・c の3 ll!i JDJ1C分け似る。 A・Bl切は奈良II＼代， c JD] 

は平安11.'ffにないし中 i此で， A • B両JDJ!こ！日するものが大多数を， ＇ iめる。

AWJlζはft-1!物4・ 柵1・t.'lt 4がある。 検出した4t}l1の建物は， すべて京副総の砧物であ

る。 抑止柱ij：物S 8832は， 決llrl311:Jで， 四j]ll日4；柱と北側I］住1 11\J分を検出した。 染nn・桁J j· 

ともに 10尺（天平尺， 以下同じ）である。 S 8833 は1,liil!Hの1!11! "j'f. .ft ij：物で， 村jjj·3fl\]分を検，＇ L\

した。 桁行は10 尺， 決問は6尺である。 S 8834（まS 88331とほぼ.ft
・
肪をJ1)1jえて， 1fHと佐行し

て店てられた両府の侃"j
＇
（. 住ij：物である。 3間検出し， m2ダljは， 安打：をのぞき後！11:の破壊を

うけている。S 8835は2 JI!日×2 li:Jの釦iii.ft建物で， 桁行が10尺， ヌ5問が7尺である。 なお，

西iHζ住通りを備えた， N北側S A837がある。 このほか， いくつかの住火仰を検出したが，

�物と陥認できるものはない。ti\�S 0841・842・843・844はいずれも東西前で， 閉じような

規校く版0.3rn ， 深さ O.lrn）をもち， 8～9 mfm似をおいて 、円i·Iとどっている。

BJDJlζは， 京商事ll:ill物3 ・相111 ・特妹ii'.H1W 1がある。 S 8831 は sn日×2 rmの総柱の』111:

ぷ柱建物と考えられるが， JtfJllJ2ダ！Jの位穴は， 3回以上の�：科えを；�すilt:J';l）がみられるのに

対し， 南側列には•TI抜がなし、。 むしろ， 511[1×l rmの的民風の辿物のfiHJllJ lζ， ある11!mJ. J時i

- 27ー



奈良国立文化財研究所年報

が取り付けられたと理解したほうが妥当であろう。 梁間・桁行ともに10尺の建物である。 こ

の建物の南町lζは， 柱通りを備えた東西柵S A836がある。 S B846は梁間 3聞の掘立柱建物

である。 西安柱のみで， 大半は発掘区外lζのびている。 柱間は 6 尺である。 S B850は創建

日制ζは掘立柱建物であったものをのちに磁石店物lζ替えている。 一辺l.5mほどの掘形をも

ち， 軟弱な地車!tiζ対処するための沈FJI.:めの仕事が施乙されている。 それは掘形の底lζ，

f!J材（方O.lm， 長さ約l.2m）の桁を二木平行してならべ， クサビ状lζ削り出した板材（厚さ5

cm）を， 桁の外而から打ち込んで、， 水平を調節し， その上に柱を立てたものである 。 桁に

は， 柱の当り痕跡が張っている。 これらの根がらみの材は， 建物の廃材を転用したもので，

納穴をもつものや， f甲自京四間十一iむ」と虫古きしたものがみられる。 このほか， 南北

！ζ長い土務状（長さSm， 陥4m， 深さ0.5m）の巾失をさらに侃りくぽめ， その壁而の一郎を

石組みし， 建築用材をはめとんだ迫憐SX851を検出した。 その南端からは， ’l1i Iζ igJ7］＜があ

り， 7］＜汲み場的な性絡をもっ胞設であろう。

c j切には， 洗2 ・土墳3・特殊迫椛1 がある。iNtは， 発抑区の北端と西端lζそって， 東西

iiVt S D845と｜北椛SD840が検出された。 両者は直交せず， 南北泌が東西i,Y／の手前で西lζ1!11

がることが断Tffiより観察できる。 椛の埋立『，， （ζは， 主として平安時代の造物を含むが， この

緋は奈良｜｜与代から存在していた可能 i生もある。 市北枕は， 平城宮＊院束回大垣心から東36.9

W91羽 阿弥陀浄土．院跡発銅ill桃平［訂図
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mのところにあり， 従来惣定している

道路幅12丈をみとめると， 東築地のイ立

il'.1にあたる。東西械は，平城宮東院市首i

A:!JIから北105.6mのところにあり，法

草寺市大門前東西小路のl羽目の位 i汽 ［ζ

あたる。

土級！まS B833の市側iζS K849， そ

の山jfl[IJ lζS K847，および京市｜判にSK 

848の 3ケ所があり，いずれも平安時代

以降のものである。 乙のほか， 特妹な

追桃として， S B831 の廃絶後lζ作ら

れた， ；Jq：瓦および砕を！散きつめた方形

の泣椛〈 一辺 2 m， 深さ0. 2m）がある。

どのような機能を持っていたか不明で

ある。

今回出土した辿ー物の多くは， S K84 

7, SD840・845, S X852の埋土rjJと

j制法上面からである。 瓦類は， 奈良叫代



平城宮跡とその周辺の発仰 ，U，司i'.f.

tl"'HOl主I 阿弥陀浄土｜坑跡発畑区全；：：

後半のものが多く， 平城宮跡・

t.te!.1'!i�i'でみられる市｜：丸瓦6282と

粁平瓦6721の組合せのほか， い

くつかの新型式の瓦もIL\土して

いる。 その他， 少此ではある

が， 緑稿｜！の丸瓦・切などがILけ・

している。 土保は�：的lζ少な

く， 瓦探・県色土保・須店、器な

どがある。 木製l日は， 湿地でも

あり， 保存がよく， 山物. t斤敷・杓子・舵・1位取り川と；：｝＇！，·・えられる前ffiなどが山土した。 木

簡は， 削りくずなどとともに 4 点の断!'i
ー

が出土した。 なお， 発侃区北方約20m の地点で， 調

査m屯位埋設のJL1Hζ， 坊間大路の東側i,1�の基H土にあたると乙ろから，（表） r±i11宮官縫殿IL\米

参＿，·，・ 石薪民J （議）「:iuf!II何十 五月ti·八l司会人池後小東人Jという木簡が11�， .:fこしている。

阿弥陀浄土院は， 天平宝字三年（759）光lljJ虫干；によって発願された苛ー院で‘ある。 阿リ：1i-Wt

浄土院に｜燐控する法1戸守が， それ以前， i除）！＼－（不比古の邸宅であったように， この地域iこも，

前身の�物が存在したことが推定される。ノ「｜亘l， 検出した奈良時代のill桃lこは， 阿弥陀浄土

院の迫椛と， そのjjfj身�物の迫怖とが市政している，u-能性があり， 絶対年代を判別する必要

があろう。 引状では， それを証明するも�ねi的な資料は得られないが， いちおう， 先｛ζ大別し

たA JD］をn,j身挫物の叫JDJ, BJUJを阿弥！？とか土｜抗の！l'iJOHζ似fEしたし、。

今回は， 阿弥陀浄土院が，�iめていた万一111r

の，］＆北似をわずかに発品IIし たにすぎず，ノ子

後， 調ffを－,1よ進め， か土｜抗余1；：：の{jq＇（を｜別ら

かにする必要があろう。 会誌については， 伺

山敏ク］氏ののf先がある。 福山氏は，ii�合 Jt'c火r'::

のうち，Pif%Wti'fに｜二院の造営（ζJJJすると�・えら

れる文』をぷお｜｜｛ζ検 ，Aし， 純主， 造語
’

資料， 造

営従·J五者， 造営JUJJHj， 終1日について一考終してい

る。 乙うした ，立l床からも， 今後， 発Jl:liによる�

;-rri:：的哀づけが市・裂なぷ泣jといえよう。
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おこなう乙ととなった。

;;j支給調査では，底地のほぼ全域において合計・ 10誌の2誌を調査した。 瓦窯は秋篠JIIJl:Wの丘

陵m斜Tfii le fi'J: rt，：し，t了；li\'Jj92mの等t:irs�がI判へ躍り出した部分κ，凶fillき51tと南f11Jき5誌が

ある。 乙の付近！とは良好－な粘土のJtl.l.:11が拡がり，三区はおおむね ζ の地山をくりぬいて作られ

ている。 調査j也は民家辿築の際に丘陵を郷り下げて平坦にしている た め， 2震は天：！I：の－J�il

と，惣IL＼し以上の部分が削平されていた。 また，焚「！とその1拘置i1ζ広がっていると＝与えられ

る灰IJ;iは，丘陵端をぬiり下げた際の土をI判へ地ならししているため， 現地表ド3 m以上の泌

さに埋没しており，調査不可能な郎分もあった。 底地凶O!'Jは，さらに一段低くl!!!
－
ドげした隣

の民家とはzしているため， 凶而するま起の焚口はほとんど削りとられてしまっていた。 また，

灰阪は民家の
．
｜ごになっているものと考えられる。

調公した瓦窯！とはそれぞれ 1 ～ 7号までの孫号を付け，同 一場所においてiri：依するものに

はアルファ ベ ットを付して区別した。 ただし，瓦窯若手号が築造II国序を示すものではない。

l号窯 附段をもった登窯である。 窯休の前半滞は削3jZされており，焼成主の災壁寄りの

一部を銭すのみで，現存長約2.2m，踊約l.5mである。 焼成窓階段而には，半；｜夜した平瓦を

敷いている。 ：窯体内は火を受けて堅く焼きしまっており，＇，i］＂灰色を呈する。

2 号窯 iYt成主床面がほぼ水平な平窯で，焼成主床而・側埜・奥峨の一部を践し，�存長

約l.3m，師l.6mある。 床l師と各峻との境ほIIIJTfiTをなし，IYJI僚な区Dhiはない。fll日Tと奥ぽは

iJ.J'灰色を呈し， 竪くか＇tきしまっているが， 川ミl日は焼きしまっておらず， 灰白色を呈してい

る。：祭I世はスサ入り粘土を塗りiJi：ね， 側1：；てでは3巨l，奥壁では部分的な補修が認められる。

3-A号：叙 路上の3-B号！安保俗のため，究内を発釘iしていないが，2号祭と閉じJ彰式

の平窯で，焼成室の 一 却を放し，払l存長約l.3m，問l.5mである。 窯休内而はいずれも竪く

焼きしまり，自灰色を呈する。日｛I陪IではA.きく2巨lの補修がある。 ζ の窯内！ζ は，瓦｝－＼· ・熊

培塊を合む貰褐色の為1；質土を充!J!'iし，ζ の上lζ3-B号窯を築いている。

3-B号：t B号：実は，焼成主床1l1iのみを一郎とどめ，床rmはほぼ；J<平であるが，央情ん
－

Ii可lζわずかにrt:iくなっている。 2号窯・ 3-A号窯と閉じ形式の平窯であろう。
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4-A号窯 階段をもっ笠窯である。 4-B 一号議椛築 iζ 附して吉区休の後半｛；flを I波地してい

る。階段は奥壁ーから8段Elまで検出したが，それ以下
．

は敷地外へはみだすため未調査である。

現存長約2.7m ， 幅約 l.5m である。 階段上jiij Iζは平瓦の凸 面lを上にして敷いている部分もあ

る。 階段は竪く焼きしまり， 貰灰色または·T'-i灰色を呈している。 スサ入り粘土による補修は

数回におよび， 側壁が厚くなっている。 後！と焼成室の階段を奥些から3段分納めている。

4-B号窯 A号窯を廃棄した後 lζ 築いている。 階段を持たない設窯である。 奥陪と天jf

f,flのすべてを欠き， 焚仁 l ， 燃焼id， 焼成主の下Iii: ；·�iSを残している。 引存長約4.lm ， 幅 l.5m

である。 後 lζ燃焼室を短くし， 焼成主を長く改築している。

5号窯 階段を持たない登窯である。 �存状況は非常に良く， 窯休の全j彰がわかるととも

に， 焚仁lから燃焼部にかけての天井を一 郎伐している。 全長は， 約6.1m ， 幅約2.2m であ

る。 窯休よりひとまわり大きく地ii Iを抑り取ったのち， 日 二 ｜二し煉瓦を松み上げて；：，主体を築い

ている。 燃焼主主と焼成室の一 郎 iζ は， さらにその上 lζスサ入り粘土を象って仕上げているの

臼干し煉瓦の大きさは 一定ではないが， 幅約20cm, 長さ約40cm, I字ーさ約 15cmの直方体であ

る。 焼成主床而 lζは， 主��＂＇乙直交する方向で， 約30cm問附 lζ 丸瓦を辿ねて焼台としている。

災峨I JJ央部 lζあけられた煙迫は， 断f(日長プ＇f ）診の 2 孔を左右 lζ 政べ l 品illとする。 煙辺も口干し

煉瓦を組み合わせて作り， その底 1liTは焼成五床 WTと述なり， 同じ傾斜で 11:＼口 lζ 続いている。

6-A号窯 A 号窯は階段をもっ主主祭である。 6·-B号窯椛築 lζ 際してがL成主後半郎分を

失なっており， 焼成主天�nmと同ElミI訂の－rasを確認したにすぎなし、。 焚l l， 燃脱出は＇.！）xi也外

であるため， 調査できなかった。 ＃，；•：t，付11ITのスサ入り粘土による補修は， 六きく4回にわた

り， 側壁の厚さは30cm以上にもなる。

6-B号；t A 号窯廃棄後， その上 lと築いている。 2 号烹や 3 号立とはlNなって， :rt窯的

な平窯である。 焼成主の天井を一部品！；し， 燃焼室， tJ't

成主， fr.!道の造存状況もきわめて良好である。 現序長

約 5.6m である。 祭休よりひとまわり人；きく地111を抑

り込み， 円干し煉瓦を.lc/1み上げている。 焼成長：床i訂は

奥慌にむかつてわずかに傾斜して高く， 5号窯のよう

に， 25～30cm間隔に丸瓦を重ねた焼台がある。 奥恨の

床 iJ1i Iζ接して，！まぼ�＇：間隔をおいた 3 ケ所 lζ 館近がと

りついている。，m口部はいずれも悩21cm， 縦 12cmの長

方形を呈するが， ， ，，途で I ケ所にまとまり l. lm 先の

IL\ I IIζ迷する。 ζのt君！道fi'li築｛ζも日干し煉瓦をmいて

いる。

7号窯 階段をもっ銑窯で，．焚仁l，燃焼窓， tJ
＇＆成主の

i終段7段と， 天井の大半がftっていた。 取得長約 5.0
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第14図 鍛羽瓦

m ， 隔 l.9m である。 窯体内壁をスサ入り粘

土で4回以上補修している。 焼成室の階段

は， 粘土と平瓦を交互に宜ねたものである。

造物は， ほとんどが灰原や窯外出乱土中の

採取による瓦であり， 言案内堆砧土中のものは

少ない。 出土瓦には， メL瓦， 平瓦， 1jif丸瓦，

ff平瓦， 鬼瓦，illi戸瓦， ！ii{.および蛾羽瓦があ

る。 llfl： メL瓦は9種39点がある。6308型式が14点を占め，6311型式の8点，6313型式・6225 型

式の5点がつ いで多い。

粁平瓦は5柿；15点あるが，6664型式がMも多く6点を占めている。 ほかに， 瓦当面のみで

完結し， 後i引こ平瓦のつかない粁平瓦がI点ある。 恐らく見本瓦として1'J:られたものであろ

う。 出瓦は3極8点で， いずれも平以宮内から出土しているものと同型式のものである。

��羽瓦は， 4号窯の凶lζ接してあった小土抜から，；汁18点が出土した。 乙れは切安建物の

cJt：錨；を飾る特殊な形態の�q： �瓦で， 王縁をもち， 謀l師lζは��羽lζi白定するための段が作り出

しである。 側面と広端l前の同1flilζ文様を有するものと， fill］而にのみ火線を有するものがあ

る。 文総はどちらも偏行店卒女；である。 焼成は悲くもろい。

蛾羽瓦を除けば， 中山瓦窯 1-U 土の ，1q：瓦矧はすべて平以宮跡で出土した粁瓦と同型式のもの

である。 ζのうち，6311型式，6225 型式は付1m.末年頃にまで遡りうるものであり，6284型式

6664型式は平減宮内で和銅の紀年銘を持つ 木聞と伴出している。

今回調査した中山瓦窯lζは10品の瓦窯が並んでいたが， ζれらの瓦窯すべてが問 II年lζ築察

され操業していたものではなし、。 窯休構造lζも，階段をもっ登窯，階段をもたない登窯，平窯

ではあるが受窯的姿ぷをもつ もの， 平祭主号の相泌がみられるの 101,k のすべてについて築造ilJ(i

序を明らかにするととはできないが，ifi:話LI刻｛系や�f本t1W造，瓦窯相互の位向関係などから，階

段をもっ登窯が品も古く， ついで階段をもたない笠窯と受窯的な平窯のIIJt'.ilζ主主かれたと考え

られる。すなわち， l号窯， 4-A号窯， 6·-A号窯， 7号窯が�も古く， つ いで4-B号窯，

6-B号窯がft：られている。 5号·；；長！ま，J,T,窯

の位置関係から， 4-A号交や6-A号窯と

の併存もありうる。 2号窯， 3号窯は1!1r.L1瓦

祭のうちでは以も新しいものであろう。

ヰI山瓦窯全休の築；七ll#JDJはil\土した造物と

くに粁瓦の年代から， 奈良時代前半JDJを「1，心

とするが， 既述のように，,j!f瓦の「1:i l乙は平［I銅

年間にまで遡るものもあり， 中山瓦了恨のIJIJ始

が奈良 II年代初JfiJiにまで遡る可能性が強い。
第15図 6-B号窯の奥壁’
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平織ニュ ー タウン予定地内遺跡

平減宮の北方 lζ 辿なった奈良山丘

陵の半分以上を占める約 600ha ！とわ

たって， 日本住宅公聞が団地造成を

号｜位iし， 現在一部で工事が進行して

いる。 ζζは， 奈良iii：；制限Ii汀・抑熊

IIIJと， 京都府相楽1\11木津IIIJ・粉悲IIIJ

にまたがった地域である。

今回の調査は， 1964・65年 lζおと

なった分布調子f.（こもとづき， ζの造

成予定地内の也、Eみについて， 今後の

調査および保存計画を立案するため

の予備調査として， 京都府教行委臼

会・奈良県教育委日会の依頼をうけ

て実胞した。 調ftは， 奈良市｛JllJでiも

窯 1ff2ケ所・須恵器紫2ケ所・iS-!J'f 

2ケ所・造物散布地2ケ所と， 京都 守： 17図 奈良山丘陵瓦祭配位図

)(1'-0(1］で古墳1ケ所・散布地3ケ所をお乙なった。 これらの概要はすでに両教育委員会から出

版されている（「奈良山一平城ニュ ー タウン予定地内逃跡調官邸報J 1973.3. ）ので，；i平支Gする乙とは

避ける。

当丘陵内での瓦窯の先高il調子tは， 1970年におとなった奈良山53－号撲として報告した〈年報

1970参照〉山陵瓦窯 lζ 続くもので， 今回はj宇術調プピというi生物から， 窯休内の調査をおとな

っていないが， その成果には）（きなものがあった。 また須恵探索4 )Jiの発見も， 乙れまでそ

の存在する乙とが知られていなかっただけに， 成果は多い。

1972年度｛ζは，JPJせずして平城宮所別瓦の瓦潔］！下を3ケlfrで調立する機会を得た。 ζのほ

か， 先の山陵瓦窯や， 以前iζ調査された背釘lケ谷瓦窯， ；欽虫It＼瓦窯など窯体の｜列らかな：気を考

え合わすと， 平城官官瓦祭のfil'i造の変造がおよそたどれるようになった。

まず各瓦窯11予出土の粁瓦から， 窯の使rn 年代をみてみると， 中山瓦；認では，t＼＇ 内発｛聞の成

：！.［ミから， T司銅壬J:.flfHζまで逆りうる型式のものから天 、ドi三間lζ至るー 1/Y:が出土し， 平城宮の当

初のi世話·1ζ｜刻わるもっとも古い主であるといえよう。 ついで1-LIJ凌瓦窯が造られ， やや遅れて

歌M日凶瓦窯， さらにjf[lf［巨瓦窯が巡られている。 湾立IIケ谷瓦祭や：：似，�瓦窯はとれらに続くもの

で， 奈良時代末闘に位置づけられる。

品，\'i造的 lζは， 奈良山のl王宝は， 大きく登主主から平究へと い う変泌をたどり， さらに平祭

は，nni-11乙比して奥行きの深い焼成主から，j主iζ奥行きよりもIHJLIが広くなる平l師形へと推
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平城宮跡とその周辺の発御調査i.

mis図 i111li民瓦：セun ・1放出2凶瓦文（｛j）瓦叉配位悶

第19悶 J；炊品：1jJJi瓦；忽4号�焚門

移し， ；孜kl:iR'.-S:＇.にみられるようなロストル式 、戸！とがう己成する。

このようにぷi込山町波［ζhttする瓦；烹のiii長は， 奈良時代を.iffiじて， 手以；•；］，；および京i付与

院の造営！こ大きくかかわり， 官のli'.tとしてそれを性約づけるものである。 乙れらの瓦祭抑

制立の去／J j11Jをi!:\3永することと， 名主主の｛与＇.？7-が今後のAきなぷJ泊
ー

である。 （有印；む二・岡本来三）
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1 9 7 2 年度発見の平城宮木簡
平城宮跡発掘調査部

1 9 7 2 年度の平城宮跡発掘調査では総計2 4 8 点の木簡が出土した。以下その概要を報告す

る。なおこれらの主なものは先に公刊した「平城宮跡発掘調査出土木簡概報( 9 ) 」（1 9 7 3 年５月

刊）に収録している（口絵，２５頁木簡釈文参照）。

推定第１次内裏・大極殿地区出土木簡（第7 7 次調査）本発掘区では南面築地回廊S C 5 6 0 0 にと

りつく楼風建物ＳＢ７８０２（Ａ２期）の柱抜取穴から総計2 4 3 点の木簡が出土した。木簡は，S

B 7 8 0 2 の1 1 個の柱抜取穴から土器・瓦・木製品とともに出土している。進物の出土状況はい

ずれの柱穴でも変りなく，これらの遺物は建物の廃絶時に一括して投棄されたものである。

まず注目されるのは，丸子姓の人塙を列記したものである。
（u･力）

「天平勝喪口年 □ □ 口二日合「Ｌ夫天大丸子 □ □ 口子刀千
( 表）丸子（裏）丸子陵宅丸子大田而丸子豊宅宅
丸子豊宅丸子豊額丸子友注丸子友依」宅宅宅宅宅宅」
丸子

この木簡は用途・性格が明らかでないが，天平勝宝の年号から，「統紀」天平勝宝５年６月

丁丑，同年８月発巳条の陸奥風牡鹿郡の丸子氏2 5 人の牡鹿連賜姓と関係するものではないか

と考えられる。牡鹿郡の丸子氏は，神勉から延暦にかけての征夷事業における功と一族の中

央出仕者の功によって，牡鹿連→牡鹿宿禰→道嶋宿禰と氏姓をかえながら，終には陸奥国大

国造となった陸奥国の火豪族である。この木簡の年紀は，「続紀」の記認との関連から天平
（勝力）

勝宝５年と考えられよう。年紀のある木簡は，ほかに「コロ賓五年r E 月」の断片がある。

授刀所で用いる小竹に付けられた付札「授刀所小竹七十」がある。授刀所は授刀舎人察に

関係するものであろう。授刀寮は，天皇に近侍して醤術する授刀舎人を管する役所で，慶雲

４年設置，勝宝８年廃止，宝字３年授刀術として再侭，天平神謹元年近衛府と改称，大同２

年左近術府と改称という変遷をたどる。勝宝８年の授刀寮の廃止に際しては，授刀舎人は中

術府の所管とされるが，中衛舎人とは区別され授刀舎人の名で存続することにされた( 蕊I I i i
先: 誤辛調。伴出した年紀のある木簡からこの木簡が勝宝5年以降のものと考えられるな
らば，この授刀所とは，あるいは授刀寮廃止以後授刀術の再置まで，巾術府の下にあって授

刀舎人を管した下級官司ではないかと考えられる。

御輿人（駕輿丁）に関する文: 【噂断片がある。

部 □ ｜＝「口御輿人口御輿□ □ 口部口石万呂
右四人口月 □ 口日申時」

曲物の側板に転用されているため判読の困難な文字が多く父評の性格が明らかでないが，

木簡の出土地が門S B 7 8 0 1 に近いことから，あるいは万麻呂ら４人の御輿人の門の通行に関

わる文書ではないかと考えられる。古代において輿は，一部の特例はあるが，上皇天皇皇后

や伊勢斎宮･ 賀茂斎王などのみが使用しうるもので，「延喜式」の輿の用例( ﾗ F 識肩膿離
－３６－
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犠溌誌舌は) などからみると，本木簡の｢ 御輿人｣ は上皇天皇皇后に関するものである。
駕輿丁は輿をかつぐもので，「延喜式」では左右兵術府に各5 0 人，左右近衛府に各1 0 0 人が

配属されている。奈良時代においても溺輿丁は，左右兵術府と左右近術府の前身である授刀

寮・授刀術，中術府におかれていたと推測されるが，その点で本遺構において「御輿人」木
簡が「授刀所」木簡と伴出していることが注意される。

『物銭力）

術府関係の木簡として「術Ｆ１府」とある付札が２点と「．久米郡術士養□口六百文」の衛
士養物銭荷札がある。衛士の養物はその資養のために出身地から送られる物資で，この制度
は，仕丁に関してとともに養老２年術士・‘ 仕丁の出身脇戸の雑徳代物を送る制度に始まった

( 縫棚28膳) 。正倉院文番には仕丁，衛士の火頭( 脈丁) の国養物がみえ( 搬糊ど) ，ま
た平城宮跡の調査でも養銭の付札2点が出土している蝋雛蝋晶) 。これらの例( 釧繍）
によればこの木簡の６００文は衛士１人の健物銭に当る。この木簡では郡が寅進主体となって
いるが，このことは，９世紀に郡r i j が養物貢進のｴＩｉ任者となっていたこと( 談#・総) ，養
物として副丁の雑徳の代物を軽貨と交易し，または春米として送るという延喜式制との関連
で注目されよう。

〈大力）

大殿の宿衛に関す- る( 表) ｢大殿' j : 四人右□」（災) ｢口殿四人右五人｣がある｡大殿は｢万
葉集」に中宮西院の大殿･南細殿( 淵) ，東常宵( 東院）の南大殿蝿%) ，「続紀」に藤原仲
麻風の111村宮の内の大炊皇太子の居処をさした例( 瀞醗条) などがあって，ある特定の殿
舎の名称とは考えられず，ある区域の巾心殿舎（正殿）をさす語である。本地区のＡ期にこ
れを求めるとすれば，北方の噂職域上のS B7 2 0 0 が大殿の名にふさわしい建物であろう。ほ
かに「殿守二升」とあるものがある。

このほかに官符などの断片と考えられる(表) ｢唯修理碓倉仁」(典) ｢右『‘ 零' M灘』｣，
「□□口所牒圃普寮」の削屑，人右のみを記した付札５点などが注Ｈされる。
これらの木簡は本地区のＡ期の性絡を知る資料となりうるものだが，その意味では，上皇
天皇皇后などに密接に関係する「御輿人」｢ 授刀所」また「大殿守｣ 木簡が注目される。またS
B7 8 0 2の廃絶時期は，年紀のある２点の木簡から一応勝ｋ５年以降におさえられるが，ある
いは授刀所に関する上記の理解が可能ならば勝宝８年以降に．ドることも衿えられ，そうなれ
ば本地区のＢ期の造営と宝字元年の大樹改修蝶議繁亥条）との関係が問題となってこよう。
法華寺阿弥陀浄土院跡出土木簡（第80次凋査）本発掘区では，ＩＩｊ央部の大きな土城SK847か
ら１点，西辺の小土城SK838から３点，また発伽区北方20ｍの地点で調在用電柱埋設の際
に１点，計５点の木簡が出土した。注口すべきは地柱埋設の際に出土した坤宮官縫殿に関す
る文沸木簡である。出土辿構の性絡は不明であるが，この地点は左京ｌ坊の坊間大路の東側
溝が通る地点と推定されている。

（表）「坤常' 門維殿出米参斗右薪買」（裏）「遮如件五月廿八1 1舎人池後小束人」
この木簡は坤宮官の存置時期から宝字２～５年のものと, 答えられる。坤宮官には光I ﾘ l 皇太
后の日常生活述営のため幾つかの下級宮司がおかれていたが，縫殿もその１つと考えられ，
その初出史料として災亜である。また巾央官司が米で以て交易をするのは珍しい例である。

（今泉隆雄）

－３７－



第１図藤原宮発掘位置図
藤原宮西方官喬地区（第５～９次調議）

調査地は藤原宮の西而中門推定位侭の東南部分にあたり，鴨公小学校の移転予定地となっ

ている所である｡ 調査は５回にわけ，1 9 7 3 年度にわたって計1 1 5 a を発掘した｡ ここでは，それ

らをあわせて報告することとした。検出した主な遺構は掘立柱建物２９．柵５．井戸９．土城

６と道路及びその側溝などである。これらの辿描は大別してＡ・Ｂの２期に分けられる。Ｂ
期の遺構は藤原宮期のもので，Ａ期の遺櫛はＢ期以前のものである。

Ａ期東西道路S X 1 0 8 1とそれに直交する南北道路S X 1 0 8 2によって区仙i されている。Ｓ
Ｘ１０８１・’ 0 8 2 はいずれも道幅約６ｍで，両側に幅１ｍ前後の素掘りの側溝をともなう。S X

1 0 8 2は宮の中軸線から西へ３町（3 9 9ｍ）の位侭にあり，S X 1 0 8 1は宮の南北巾心線から南へ

１町（1 3 3ｍ）の位侭にある。この道路の側溝からは，７．I l I 紀後半の土器が多く出土したが，

瓦は１点も検出されなかった。調査地域の南寄りで東に延びる柵S A l 2 1 5 を3 8 間分，ＳＡ１２

１５の西端で南に折れる柵S A1 2 1 6を１１間分検出したが，ともに調査地域外に延びている。Ｓ
Ａ１２１５はＳＸ１０８１の南側に平行してあり，真東西に対し東で北に1 . 2 6 A傾き，S A 1 2 1 6 と

平城宮跡発掘調査部

飛鳥藤原宮跡では，1 9 7 2 年度に，藤原宮跡で西方官荷地

区を第５～７次にわけて発掘調査し，さらに1 9 7 3 年度も継

続して８．９次の調査をおこなっている。

また，明日香村内で，各種の建築にともなう事前調査と

して，飛鳥資料館建設地の上ノ井手遺跡，坂田寺跡，奥山

久米寺跡，飛鳥浄御原宮跡推定地の調査を実施した。

以上の調査地点とその期間・面積については，第１表の
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戒烏浄御原宮推定地1 9 7 2 . 1 0 . 9 ～1 9 7 3 . 1 . 2 0 ４．７

第１表1 9 7 2 年度発掘調査状況
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第２図西方官衛地区発掘遺椛平而図

の内角は9 1 . である。建物は小規模のものが多く，散在しているが，建物の方位および喧複

関係より数期にわたって建てられたことがわかる。これらの建物のI l 1 にはＳＸ1 0 8 1 . 1 0 8 2 ,

ＳＡ1 2 1 5 . 1 2 1 6 が作られる以前の建物もあると思われる。ＳＢ1 0 1 1 . 1 2 1 0 . 1 3 1 4 蝶は総柱で

あり，倉庫風の建物であろう。これらの建物に近接した所で６基の井戸を検出した。ＳＥ１２

０５には縦組みの，S E 1 3 0 0 には横組みの井戸枠がある。いずれも一辺１ｍ前後の小型の井戸．

である。S E 1 2 7 1 からは7 1 1 t 紀巾頃の土器が出土した。

Ｂ期ＳＸ1 0 8 1 . 1 0 8 2 を廃絶し，大規模な掘立柱処物を整然と配慨したI 脚力‘ I : W術を形成し

ている。発掘区の西寄りに南北に並ぶ南北棟建物ＳＢ１１００・l l l Oを，この北方に東西棟建物

S B 1 2 0 0 を，S B 1 1 0 0 の東でこれと平行に南北棟建物S B 1 0 2 0 を配瞳している。これらの建

物に囲まれた巾央部には東西幅６ｍ，南北幅3 3 ｍの浅い. 土嬢S K 1 1 4 0 がある。この土城巾か

ら完形の軒平・丸瓦等が出土した。S B 1 1 0 0 A 。Ｂ，1 1 1 0 Ａ。Ｂは桁行1 8 間，梁間３間で柱

筋がそろっており，真北に対して北で束に1 6 ' 傾く。側柱のみの建物（S B 1 1 0 0 A , 1 1 1 0 Ａ）を

後に総柱の建物（S B 1 1 0 0 B・l 1 1 0 B）に建て替えている。S A l l OOA。Ｂの柱穴の底で人頭

大の河原病: を並べた敷石を検出した。これは軟弱な地盤に対処するための基礎固めと考えら

れる。ＳＡ1 1 0 0 . 1 1 1 0 の棟通りは宮の巾軸線から西に4 2 1 ｍの位涜で，S B 1 1 0 0 の南北心は
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宮の南北中心線から南へ6 6 ｍ，S B 1 1 1 0 の南北心は南へ1 3 3 ｍの‘ 位置にある。S B 1 2 0 0 は桁

行1 8 間で西妻をＳＢ1 1 0 0 . 1 1 1 0 の西側柱列にそろえている。S B 1 0 2 0 は桁行2 0 間, 梁間２間の

細長い建物で真北に対し北で東に1 . 0 5 ' 傾き，東西心は宮中軸線から西へ3 5 5 ｍの位置にある。

この建物は南半の1 1 間分に床束の礎石があった。この床束礎石は3 0 ～4 0 c m大の自然石で東西

側柱の内側と，両側柱の間を３等分する位液にある。Ｂ期の各建物の柱間寸法は2 . 6 ～2 . 8 ｍ

前後で，唐尺の９～9 . 5 尺前後の寸法にあたる。各建物の方棚位は正確には一致しないが，そ

の配置もこの９尺を単位寸法として計画されたらしい。これらの建物付近にはこれに付属す

ると思われる井戸がそれぞれ存在する。S E 1 1 6 0 には横組みの，S E 1 1 5 0 には縦組みの井戸

枠がある。いずれも一辺１ｍ前後の小型の井戸で，枠材は建物部材を転用したものである。

S E 1 1 0 5 の埋土中からは土器・木簡・削り掛け・鋤の未製品・龍・純の殻が出土した。木簡

には付札１点，文害風断片１点がある。Ｂ期の遺構からは少並の瓦が出土している。

今回の調森により，Ａ期には規模の大きな建物は一棟もなくまばらに散在していること，

Ａ期の道路は岸俊男氏の藤原京条坊復原図にしたがうとS X 1 0 8 1 は四条大路と五条大路には

さまれた小路の延長上に，S X 1 0 8 2 は右京一坊大路と二坊. 大路にはさまれた小路の延長上に

あたることが判明した。またＢ期には，Ａ期の道路を廃絶し京の条坊町割計画線をもとにし

て地割を行ない，大規模な建物を配置した宮の西方官椅ブロックを形成していることが明ら

かとなった。この地区は平城宮では馬寮の位置にあたり，その遺櫛は平城宮馬寮といくぶん

か類似している。．しかし建物の構造上の特徴はかなり異なる。Ｂ期の官荷の性格究明につい

ては今後の調査を待たねばならない。

坂田寺跡

この調査は，明日香村大字祝戸1 8 3 . 1 9 0 番地で，建設衿が実施する祝戸国営公園建設に伴

う事前調査である。調査地点は, 大字坂田から栢森に至る県道と，坂田の集落へ通ずる旧道と

が分岐する地点の西方約5 0 ｍのところで，通称「まら石」という石造物のすぐ北側である。

付近一帯は，北方の飛鳥川にl i I ｣ かつて下がる傾斜地である。調査は，旧道を挟んで東西に長

ﾉイ
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第３図坂田寺跡発掘遺椛平面図
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飛鳥藤原宮跡の発掘調査

いトレンチを設定して行なった。調査の結果，この地域では傾斜地を数回にわたって整地し

ていることが判明した。検出した遺構は池１．溝７．掘立柱列２．建築物ｌなどである。こ

れらの遺構は大別してＡ～Ｄの四期に分けられる。

Ａ期は７世紀前半にあたり，旧道東側のＡトレンチで池S G 1 0 0 を検出した。池の四・北端

は発掘区外になるため全規模を明らかにし得なかったが，南北幅1 0 ｍ・東西幅６ｍ以上で，

巾央部の深さは１ｍ以上ある。東側の岸には謹岸のため，高さ約１ｍの禰垣を築いている。

Ｂ期は７世紀後半にあたり, 旧道西側のＢトレンチで, 土鵬ＳＫＯ８０・素掘りの溝S DO8 1 ，
土嬢状の落ち込みS X O 8 2 などを検出した。

Ｃ期は８世紀前半にあたり，Ｂトレンチでは溝ＳＤＯ５０・0 5 1 を検出した。いずれもＹf 組み

の溝で，東流する束四溝S D O5 0 に南北溝S D O5 1 が合流する。東西溝は全長1 2 ｍ以上・内幅

0 . 5 ｍ・深さ0 . 5 ｍ，南北溝は全長約1 0 ｍ・内幅約0 . 5 ｍ・深さ約0 . 4 ｍである。ＡＩ､ レンチで

は掘立柱列ＳＡＯ６０．０６１を検出した。S A O6 0 は東西に並ぶ２本の柱列で，柱間は2 . 9 4 ｍで

ある。直径約3 0 c mの柱根が残っていた。S A O6 1 はこの柱ﾀ ﾘ の束延長線上6 . 2 ｍのところから

始まる。柱間は西から２．５，．２．０ｍである。S A O6 0 とＳＡＯ6 1 との巾間にあたる柱位侭には

柱ﾙ I | 形が確認されなかったが，両者は柱筋がそろっており，同一の柵である可能性が考えら
れる。Ｃトレンチでは４本の柱が一つの大きな伽形内に雌てられている建築物ＳＢＯ７０を検

出した。このうち２本はＳＡＯ６０．０６１と平行で，柱間は２．４ｍ，他の２本はこの柱列に頂交

する形で建ち，柱間は2 . 4 ｍである。東西列の柱根は櫨径3 0 c m，南北列の柱恨は直径6 0 c mほ

どである。東西ﾀ ﾘ の柱の根元には根l I l f l め川の材木を横たえ，さらにこの機材の外側には石を

詰めて問定している。噛北ﾀ ﾘ の柱の根元には根巻きｲ ･ 『状に行を鵬えている。S B O7 0 の東西柱

列の西延長線上約2 0 ｍの位慨にあたるＢトレンチ東南隅でも，ＳＢＯ７０の東西列の柱と同様

に木材を根元に横たえた柱根１本S X O7 1 を検出した。S B O7 0 に関迎するものであろうか。

Ｄ期は8 1 1 1 : 紀後. 半にあたる。Ｂトレンチでは櫛ＳＤＯｌＯ・０１２．０１３，土城S KO1 1，病敷S

X O1 4 などを検出した｡ 溝はいずれも北流する南北満である。S DO1 0 は内幅° 深さとも0 . 3 ｍ

ほどの石組み溝で，北祁は来伽りの溝となり四へ折れまがる。ＳＤＯ１２・０１３はいずれも

第４図建築物ＳＢＯ７０

| 隅１ｍほどの渋い業掘りの溝である。Ａトレ

ンチでは凡堆砿ＳＸＯ2 0 , 溝S DO1 6 を, 検出し

た｡ S X O 2 0 は丸凡・平凡が交互に組み合った

まま反低して低落した状態で出土した。この

状況から凡堆砿の1 判に雌物が想定されるが確

認できなかった。Ｃトレンチでは溝S D O l 6 ，

石敷ＳＸＯ１５．０１８を検出した。

これら四期にわたる遺構のほかに，Ｂトレ

ンチード肘でi I f 墳時代の辿物包含届があった。

－４１－－
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第５図池S G 1 0 0 出土の土器と軒瓦

２

Ａ期の池から出土した遺物には，土器・瓦・木簡・木製品などがある◎ 須恵器には容器種
があるが，趣は土師器と比較して少ない。杯・蓋についてみると，口径９c mほどの内面にか

えりをもつ蓋（1 0 ）とこれに組み合う杯（ｕ）とが主体をなし，さらに，ほぼ同径で短かい蓋
受けの立ち上がりをもつ杯（９）とこれに組み合う蓋（８）とが少並共伴している。土師器は
杯・皿が主体をなす。杯は，形態・胎土・色調からＡ（１．２．４）・Ｂ（３）の二つに分け
られる。Ａは底の丸い椀形の器形で，胎土が精良で赤味がかった褐色を呈している。Ｂは，
底部と1 - 1 縁部との境が明瞭でi ｣ 縁が外方に屈折する器形で，胎土は微細な砂粒を含み淡褐色

を呈している。この種のものには陪文は認められない。皿は細部の形態によっていくつかに

分けられるが，いずれも内面に暗文がみられる（５．６．７) 。これら一群の土器は小治川宮
跡推定地の調査の成果などを考慮すると，７世紀中葉をやや遡る時期のものと考えられる。
瓦の出土鼓も多い。軒瓦では８葉の. 噸弁蓮華文軒丸瓦（２）や，飛鳥寺刺建時のものと同型

式の単弁1 0 弁蓮華父軒九瓦（１），手彫りの忍冬唐草文軒平瓦（３）などがある。木簡には
「十斤」とI 』: かれた，ｉ､ j ･ 札が３点ある。木製品には，糸巻・琴柱・曲物・横櫛・杓柄などが
ある。ほかに「R二! 」を鵬Ｉ際した須恵器の杯・「知」と線刻した土師器の杯がある。
Ｂ期の土城（S K O8 0 ）と溝（S DO8 1 ）からの出土遺物のうち，土器は藤原富出土のものに

近い型式のものである。木簡は「賀年に」と判読できる断片が出土した。
Ｃ期の石組溝（ＳＤ0 5 0 . 0 5 1）川. 上遺物のうち，土器は型式的にほぼ神他年間頃のものであ
る。墨沓したものが多く，「知識」「南」「金」「典」「新」「成」「人」「和」「太」な
ど3 0 数点ある。木簡は２点出土したが断ﾊ ﾞ で判読できない。

以上のように，遺椛に伴う遺物が多く，とくに池（S G1 0 0 ）や石組溝（S DO5 0 ・0 5 1 ）出土
の土器は，飛鳥地域での土器細年のﾉ 1 坪となる良好な資料といえよう。
ノ池| の調盃で検出した遺構は伽絡の判然としないものが多いが，これらは，付近の小字名
や瓦・「記」の鰹1 1 辻器などの遺物からみて，おそらく坂田寺に関連するものであろう。坂
川寺の創建については，文献史料では用MM2（5 8 7 ）年，推古1４（6 0 6 ）年などの造寺の記燕が
ある。発掘の結果，７I l t 紀前半には坂田寺が造営されていたと考えられる。

０

ＬＪ鵬 １重蕊；。
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奥山久米寺跡

この調査は，明日香村大字奥I i 1 6 4 5 . 6 6 9 .

6 7 0 番地の，家屋新築にともなう事前調盃で

ある。発掘地点は，久米寺現本堂北辺より北

へ５ｍ, 本堂西辺より西へ1 4 ｍの地点（本堂北

側地区）と，久米寺燃跡の南隣接地（塔跡南側

地区）の２ケ所である。

発掘の結果，本堂北側地区では，久米寺の

巾心伽藍をとりまく推定西而回廊の聴嫡およ

画
●

飛鳥藤原宮跡の発掘調査
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第７図奥山久米寺跡出土軒丸瓦
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び，西側の雨落満を検出した。韮聴は旧地形 第６図奥山久米寺跡発掘遺構平面図

の上部を約１ｍほどの膿さで盤地して．､ に坦而とし’ その上面に赤褐色の砂質粘土を高く磯土

している。現存部分でその幅は3 . 4 ｍあり，簡さは雌も良く残った部分で2 5 c mである。基峻

上而には後枇に掘られた小穴がいくつかあったが，荘峨化粧を示す構造物は造存していな

い。また，避地の束半部は，後１１t に帥I z されている。したがって，今| 口l の調杏では回廊雑城

幅については，その数値を得るに蕊っていない。

薙鞭西側の雨落溝は業掘りで，幅5 5 c m，深さは現存ﾉ , U州二1 mから4 3 c m，：唯j W外側の平鯛而

から2 2 c mの深さである。この雨落溝および韮峨外側には’ 多批の瓦類が唯砿していた。

出土遺物には，瓦・土器がある。瓦には! I i l : 丸瓦大型式，i l i l 平瓦二狐火のほか，多戯の丸・

平瓦がある。軒九瓦は図示したもののほか，噸弁八葉蓮華文やいわゆる大官人寺式の軒九瓦

がある。！| i l : Ｗｆは，電弧文と大官大寺式のものがある。土器

類は下臓の柊地土巾から- 占峻時代の須忠器・土師器が若干出

土したにすぎない。

塔跡南側地区では，光ＩI | 地は琳跡より塊状で約1 2 0 c mほど

低くなっている。遺構は，わずか江戸時代末以降の建物の跡

が発兄されたにすぎず，久米寺関係の遺椛は後' ' 1 : の削平のた

め，確認できなかった。なお，本調侮に関逃して，塔跡のI ﾉ Ｌｉ

側の畑地に，二本のトレンチを設定し，Ｉﾉ ﾘ 回廊の検出を試み

た。周辺は後i l t の削平が皆しかったが，本進北側地区で検出

した四I I l i l u l 廊の| ﾉ L i 側雨落櫛の延長部分と考えられる痕跡が迫

存していた。

奥l l l 久米寺のl I i l 廊峡蛾の位侭および実数値については，久

米寺|も1体の伽隙I l 1 1 l 1 I 線が| ﾘ j らかでなく，適確に指摘できな

い。かりに琳跡礎洞群をほぼ伽藍I | ｣ 軸線に近いと想定した場

合，今向検出したﾉ ＩＩＥ雌西端からこの線まで約3 2 ｍである。
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上ノ井手遺跡

この調査は明日香村奥山字上ノ井手・東垣内で，当研究所が設満する飛鳥資料館の建設に

ともなう事前調査として実施した。調査地点は，奥山久米寺跡の東約4 0 0 ｍｌ山田寺跡の四

約4 5 0 ｍのところで，明日香村から桜井市方面へ通じる通称山田道と呼ぶ県道の北側，山合

いの南斜面である。

調査の結果，暗渠２．掘立柱建物４．掘立柱列３．井戸ｌのほか，数条の溝などを検出し

た。これらの遺構は大別して４期に分けられる。

Ａ期は古墳時代にあたり，溝・井戸などがある◎ 溝は北東から南西にのびる素掘りの大溝

で，幅約4 . 5 ｍ，深さ１ｍ以上で，全長3 0 ｍ以上に及ぶものと思われる。埋土より５世紀前

半の土師器が出土している。井戸は井戸枠を有するもので，埋土より５世紀の土器が多量に
出土した。

Ｂ期は7 1 1 t 紀代にあたり，この時期には暗渠・溝などがある。暗渠は発掘区の東寄りのＡ

トレレチでI 検出した。南北方向の石組暗渠で，全長7 3 ｍ以上におよび，途中にマンホール状

の施設をもっている。今回確認した範囲では，北端から6 5 ｍの間は一直線に走り，やがて西

に曲がる。その先端は県道添いの宮川に注ぐものと思われるが，曲折部付近から先では破壊

の度が著しく，８ｍほどしか進存していなかった。直線部分の方位は真北に対して北で東

に6 . 3 3 ﾉ 傾いており，勾配はｼ f o o である。構造は横穴式石窒に似たもので，底に馬平な際を

敷き，両側壁に面をそろえた自然万を２．３段に積み，その上に長径6 0 ～7 0 c m大の自然石を

のせて蓋石としたものである。側石・蓋石の隙間には小石をつめ粘土で塞込めをしている。

満内側で，上幅4 0 ｃｍ・下幅3 0 c mで，深さ6 0 ～7 0 c mである。マンホール状の施設は，暗渠の

第８図上ノ井手遺跡発掘位綴図

－４４－

蓋石より側石を２段ほど

高く稜み上げたもので’

5 0 c m× 4 0 c mの長方形の開

ＩＩ部をもつ。この開|~1部

上面から底までの深さは

，､ 4 ｍである。この暗渠

は地形からみてさらに北

方に延び，山合いの奥に

暗渠の取水L I などの関連

施設があるものと考えら

れる。この暗渠は，溝埋

土の出土遺物からみて，

７世紀' ' １葉の遺構と考え

られる。発掘区の西寄り



:０

では素掘りの東西溝を検出した。全長1 0 ｍ以上，

幅約１ｍ・深さ約0 . 5 ｍである。埋土中より多戯

の土師器・須恵器が出土した。これらの土器群は

型式的に７股紀後葉のものである。

Ｃ期は８世紀後半にあたり，奈良時代末頃の土

師器把手付壷が出土したのみで，この壷に伴なう

辿総やその他の遺構は確認できなかった。壷の｢ １１

には，和同開弥５枚・万年通宝４枚・神功開宝２０

枚と骨片が納められており，蔵骨器として埋置さ

れていたものと思われる。

Ｄ期はI l I l l t にあたり，掘立柱建物･ 掘立柱列･ 暗

渠・溝などがある。発掘区巾央北寄りでは３間×

４間の東西棟建物（桁行2 . 1 ｍ等間・梁間1 . 8 ｍ等間）

を検出した。この建物の南側では南北方向の暗渠

を５ｍほど検出した。幅約3 0 c mで，１０～１５c m大の

際を詰めたものである。この暗渠の北側では東西

棟建物と亜複する石組暗渠を検出した。ｉｌＩｊ端は未

確認であるが，南北方向に４ｍほど延び，北で西

へ直角に折れ曲がり8 . 5 ｍ以上延びている。内幅

1 5 c m，深さ1 0 c mで，偏平な牒を立て並べて側確と

し，２０c m～3 0 c m大の篠で蓋したものである。この

造構は亜俊関係から，東山棟建物や南側の暗渠に

先行する時期のものである。これらの遺構の西方

では梁間１間( 柱間1 . 9 ｍ）・桁行３間以上（柱間1 . 6

ｍ等間）の東四棟建物を検出した。このほか発掘

区の東南や' ' １央南寄りでは掘立柱列を，西南では

南北大瀧などを検出した。出土辿物には土師器や

瓦器などがあるが遮椛にともなうものは少ない。

今回の調盃では古戦時代から巾i j t にわたる遺椛

を確認したが，特に注目されるのは石組暗渠であ

る。現段階ではその性格について明らかにし得な

かったが，今後関連辿椛の調査をまって検討. した

い。

ｍ第９図大澗組陪渠実測図

飛烏藤原宮跡の発掘調査
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飛鳥浄御原宮跡推定地

この調査は，明日香村飛鳥水落2 1 3 の１～３番地の家屋新築にともなう事前調査で，奈良

県教育委員会と合同で実施した。調査地点は，甘橿丘の東方’ 飛鳥小学校南側隣接地であ

る。この付近一帯は飛鳥浄御原宮跡と推定されており，東方約5 0 ｍの字石神の水田では，か

つて「須弥山」・「道祖神」や石組溝・石敷き遺構が発見され，小学校敷地内でも石敷きを

検出している。

調査の結果，石組遺構１．礎石建物１．掘立柱建物１などを検出した。

石組遺構は石組溝を正方形にめぐらしたもので，石組溝の心心距離が東西・南北ともに2 4

. 3 ｍである。石組溝はその断面が逆台形で，底幅約1 . 8 ｍ，深さは現状で0 . 6 ｍ，両側壁の傾

斜は約1 7 度である。溝を構成している石は花樹岩の自然石で，径6 0 ～8 0 c mで，大きいものは

１ｍに達する。底石は平坦に敷き並べ，側粁は面をそろえて現状４～５段稜みあげている。

特に南辺は敷石の残存状況が悪く，ほとんどは石の表面が剥離して残った抜取痕跡から石敷

を確認し得た。石組溝内の堆祇土は一時期のもので，多量の焼土を混えた暗褐色土で，流水

による堆稜は全く認められなかった。

礎石建物は石組溝で囲まれた内側にあり，南北五間の礎石据付痕跡を検出した。柱問はほ

ぼ2 . 8 ｍ等間であるが，北端の１間はこれより狭く，2 . 4 ｍで柱掘形も他より小さく浅い。柱

位置と石組溝との心心距離は，南と西で約6 . 4 ｍ，北では４ｍ強である。

以上のことから，この石組遺構は礎石建物の些埋と考えることができよう。推聴上面の全

体を発掘したわけではないので，礎石建物の平面規模をとらえることはできなかった。肌確

な結論は将来に待ちたい。

掘立柱建物は石組遺構の南辺の外側に接して建つもので，北側柱列６間分を. 検出した。一

邦この柱列と直交するトレンチを拡張し，西から２番目の柱穴より南へ約５．６ｍの位侭に１

個の掘立柱掘形を検出し

第1 0 図飛鳥浄御原宮跡推定地発掘位置図
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た。したがって，この建

物は桁行６間以上，梁間

２間（柱間は桁行，梁間と

も2 . 8 ｍ等‘ 剛）のものと想

定される。この北側柱列

と甫辺の蒋組満心との距

離は約2 . 6 ｍである。この

伽立柱建物は，柱掘形が

一部石組溝側石の据付痕

跡を切っているので府組

遺構より椛築時期は下る
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ものと答えられる。礎石建物とは柱間がほぼ等しい点を指摘しうるが，時期的関係は明らか

でないｃ

遺物は，：ｲ ７組溝埋土より7 1 1 t 紀後半の土器類・鉄津・フイゴの羽ｎ．砥石などが出土して
いる。

今回の調査では，辿椛の金森を発掘していないので，その時間的な前後関係など不明な点

が多い。これらの遺構が飛鳥浄御原寓と関係するものであるか符かについても明らかでない

が，仮に宿殿に関連するものと考えると，本遺椛はそのI 』L i 南隅にあたるとおもわれる。この

遺械が占める位瞬は，飛鳥寺との距離関係をみると，I l L i l I I j の心とY ７組四辺の溝心とは約1 4 5

ｍ，南大門から方二町で取った築地線と，満組南辺の心とは約3 8 ｍである。木遺跡は飛鳥地

域全体の地測計1 町や飛鳥浄御原宮との関係などを瀞えるうえで砿要な手がかりとなろう。

なお，本発掘区の実測は巡方測並によったほか，汀組瀧とその抜収痕跡を【限確に記録する

ため写真測量の方法をも併用した。撮影はヘリコプターによる亜応搬彩と，地上での水平撮

影をおこなった。（菅原正明・山中敏史）

召

第1 1 図石組椎フォトマッワ
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法輪寺塔基壇の発掘調査
建造物研究室・平城宮跡発掘調査都

法輪寺三重塔再建事業の
一環として, 1972年10月に奈良国立博物館，奈良県教育委員会文

化財保存課と当研究所が共同して，塔基壇の発掘調査をおこなった（註１）。
法輪寺は「御井寺縁起」に推古３年(622)の創立と伝えるが，今日では天智９年（670）の
斑鳩寺火災後に建てはじめ，天智末年から天武朝(670～690）に伽藍が整ったとするのがほ
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法輪寺塔基壇の発掘調査

ぽ通説化している。

調査の結果，創建時の玉石秡二重基壇と心礎，心柱空洞を検出し，基壇に東西方向のトレ

ンチを設けて，その築成工法を明らかにした。

玉石秡二重基壇は現状より大きく，上成基壇は方12.42  m i高さｌｍ,下成基壇は方13.22m.

高さ20c・前後である。基壇上の現存する16個の礎石は全て創建当時のもので,そのうち東南方

の４個体は明治修理時に据替えており，不同沈下した礎石を高く上げたものと思われる。

心礎は径1.65x  1.52m, 厚さ0.8m 程の花崗岩製で， 上面を平滑にして中央に径75cm  >深

さ4cI の円形の蓋孔と，その底にさらに径15cm  >深さ10cIの漏斗状舎利孔を穿つ。蓋孔の周

囲に鉄錆が附着し，蓋は鋳鉄製で鍍金したものであったらしい。舎利孔には元文修理時に収

出されたと伝える寺蔵の金銅製舎利壺（重要文化財）がちょうど納まり，舎利壺が創建以来の

ものであることを確認した。

基壇面より心礎吋まで約2.3m あり， その中間は旧心柱の空澗となっていた。　空洞と舎利

孔の中心はともに基壇の中心より北東方向にずれている。空洞は径約80cm の正八角形で，版

築面には径72cmの八角形心柱の各辺に，添木３本づつを上Ｆ３段に縄で巻きつけたと思われ

る痕跡があり，心礎上には添木残片が数本残存していた。

堪壇の築成方法は， 塔初層平山よりやや小さく， 逆方錐形の土壙を釧り， 底に心礎を据

え， 次に心柱を立て， その根元を粘土で土饅頭型に根岡めしてのち， 旧地而まで埋めもど

し，さらに，|日地面か東南に低い緩斜面のため，水平に整地している。この整地面上で，上

成基壇の外周に幅60～90こ１程の縄張り溝を掘り，その内側約50cmの位置に径６ｃｍ程の坑を約

1.4m 間隔に打込み， 堰板で囲い版築をおこなったと推定される。 礎石は版築の途中で据え

付け，さらにその周囲もつき岡めている。下成基壇石と溝側石は上成基壇石を積み上げての

ち，縄張り溝を堙めもどした上に据えたものと思われる。北・南・西の巾央部では，階段の

衷込めと思われる小石があり，四辺中央に階段を設けていたと考えられる。

……… 四 川

第２図　 塔基壇内出上軒瓦(左) と基壇周辺出上軒瓦(右)
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奈良国立文化財研究所年報

整地面を境にして基壇の築成法は異なる。上部は粘土と眇を互層に積み上げた精緻な版築
であるのに対して，下部の心礎壙の埋土は瓦を多量に混入した粘土と砂質をかなり大まかに
互層とし，整地層の締りもよくない。
遺物は基壇周辺に法隆寺式の複弁蓮華文軒丸瓦に均正忍冬唐草文軒平瓦が散布し，また，

心礎壙中より飛鳥時代末期の単弁蓮華文軒丸瓦と重弧文軒平瓦が出土している。前者は焼失
塔の創建瓦である。後者は，塔東辺の地山面に掘立柱の掘りかたの一部が検出されているこ
ととあわせて，飛鳥時代末期には既に寺があったことを証明している。

註１　今回の発掘は第3次調査である
。第１次は，石田茂作博士が昭和25年に基壇輪郭と心礎を調査

し，第２次は，昭和40年に竹島卓一博士が基壇断面を調査している，　　　　（宮本長二郎）

― 50 -



興福寺講堂跡の発掘調査

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

1972イド8月7日より約2迎11\Jで， 奈良di-0:大路IIIJ興師寺講'.hl跡、の須，；11， 刷附近を発抑制了干

したの 火；i改2 ｛下(1819）仮riH.J.tの111令立がI政－mし， そ の復興｛ζそなえて， q,1�1？安i内仏像

（重文）を拶併する1ム主：をj,Yi�：土NU二lζ建設するが！ill調ftとして守からの依!fu'iで実j血した。

新設立は旧来n,1i -y � '.hl c天文141f'-�立〉の移築である。 新設住物はj立跡の保存上11:I J1時笠：土州

にノ＇il.5mのコンクリ ー 卜版をii"，＇ し、て， .jt f)_ili燃とするノiHのため， 全1l1iブ"tP:1！をおζなわず

土川上にさらに刊さ約60cmでj立存する旧須弥的処りだけを先J/11！し，i也［ζ1!)1.＇.（南1fiiの－m�の卜

レンチ調ftと， tQ (r-M古イ＇の'.JifiJliJをおこなった。 刻弥N'lは， 11す 炉It後ダlj村の)Jij 1f1iilt央3間にあ

り，1rn1岩J,;＼上仙の地l足と羽日 （＇が1,l,j側i11iのみにj立fがした。 的行13.3111，奥行は悦定4.9mで

ある。 羽目Titζf科技｜！日の彫り込みがあり， うで休！ζ脱111している。 ζのJ,;＼上W｝，じN'lを1足って1,l,j

fllillζ約80cmillのf(lJJ主状ii�」：があって， これも1政Jliしており， 須fi;J,;切を拡張した乙とがわか

る。 そのYkl-ミUの痕跡がイくlりJl1Yiiなのは木製であったか。 羽白石の絡扶11\Jからみて政イメ以附は

佐治3 {j'. (1279）焼失後 ， 仏止： 8 W 0285) :'Hllのもので， それがぶ！来2 {I'· 0327）焼亡して;i::

徳2 1f C 1330) Iζ；q札TされるII !j ！こf副長L-.Jf,,i:11にJ-111められたと悦定される。講堂はその後：；l：保2

m-1限l 民有；｛ー.i;,i,Yi’ii＼：�占；

イIi 0717) rζ焼失し ， 以後再興されない。なお

�.u,JiJiI1河川辺｛ζは凝灰岩の四半蚊休日＇tiがかなり

よく伐るが， これは怒らく治1Jx 4 {j'- C 1180) 

焼亡後， ；cJド＇i;L)'Iて（1184〕阿佐川のJ」�Tlliであ

ろう。），�州市緑のトレンチでほl必11心より3

mの山でIHJ也1\1抜取跡、と1j1約50cmの玉イ7放r:l:i

孫i,Y1＇ が検11 ＇，された。 雨落mの1(（卜（立地111でfii]

位以米のものかもし：！＂'Lない。lift行は止ー 111松！！＆！，

44問ii,27筒伐存する。 （坪｝I伯父・鈴木，.；；＼，日
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噺

平城宮跡発掘調査部

生駒市内に土器の散布地があるとの通報と案内を受け’現地調査をおこなった。辿跡は生

駒山塊東斜面の小支谷の水田で，同市俵1,町北庄にあたる（『奈良県遺跡地図』Ｉ－４－Ａ－ｌ)◎調

査前日までの雨で土砂が崩れ，灰とともに大通の須恵器の破片が散乱していた。他に窯体の

破片も採集したが，露出した部分は灰原のみで，窯の位尻は確認できなかった。

採集した須恵器には杯･皿・杯蓋･壷･鉢がある。壷・鉢類は非常に少なく’杯・Ⅲ類が

大部分である。これらの土器は総じて平城悔跡第５次調fifの土城SK219出土土器と同じ様

相をもったものである。

杯Ａ（３．４）口縁部の直に開くものと’’''1に開くが端部が内省し内側の突出するものと

がある。底部は広い平底で外面はへら切りのままか，さらになでて調整したものである○

杯Ｂ（２）口縁部の直に開くもので，高台は外側へそらずに概して低い。

皿Ａ（５．６）平坦な底部にわずかに外反する短いI'縁部のつくものである。’~I縁端祁は

而をなし外域する。

杯Ｂ蓋（１）頂部が平坦で器高の低いものが人祁分であるが，頂部が丸く器高の高いも

のもある◎縁部は二頭に屈曲する。頂部外面はへら切りののちになでて仕上げる。

壷Ｂ（７）浦部が稜をなす休部に外反する鯨い'I縁部と商台の付くものである｡

耳壷（８）稜をなす肩部に耳の付くものである。耳はへらで終形した馬､lzなもので,径

２mmの円孔を１つあける。

鉢（９）平底の丸い休部に外反する１１縁祁のつくもので’端部内側が上方に突出する。

鉢，（１０）丸い休部に外反する短い11縁祁をもち'縁端祁はＩＩｌｉをなし’端血は外傾する。

以上の須恵器は，全休に.ili灰色を呈しよく焼きしまっているが’灰色を呈し炊質のものも

ある。胎土は細砂を含み，なかに黒色微粒子を含むものがある○兇た１１には’大阪府泉北窯

跡群の同時代のものとの区別は難し い。（吉川恵一:）
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曲物製作技術の調査

平城宮跡発掘調査部

鼠零トー…嬉瓢･…露.害惑溺
騨
箪

現存する仏統的な木工技術は，古代の木工技

術を復原するうえに重要な手がかりとなるもの

であるが，機械化の進行にともない，いまや，

ほとんど忘れ去られようとしている。平城宮跡

発掘調査郁考古第１調:庵室と飛烏藤原脚跡発掘

調盗室は，その詳細な記録作成を計而し，第一

着手として，奈良県吉野郡火川村洞川，橋IlIilI

太郎氏方において，Ｉｌｌｉ物杓作り技術の洲盗をお

こなった。

曲物奔器は，湯にひたしてやわらかくした側

板を曲げ，カバ（桜の樹皮）でとじ合せたのち，

別に川意した底板をはめこんで作る。杓作りの

全工程は別表のように約30.i:縄にわかれ，使川

するI竃具は数十唖にのぼる。橘lll氏方では，ロ

ーラー蝶の近代的な川具を用いず，また縦d|鮒一ノー、ァしLﾉﾒ』_Ｌ１いIソノ｡､ﾉ．I必費とノｌｊｖ１９》謀／－印批Ｕｌ蛾!『 第１図Ilh物の製作

や台ガンナをほとんど使わない古い技法が兄られた°調在は来年度も継続するj謬定である。

（横山浩一・黒崎直）

側栓

筏採一切断一荒ワリー

底杉

曲物の製作工程

板１１

－ハナトリー板へギー削り一乾燥一水没一|上上ケ削リーハナカキーマケー

桜樹枝

カパトリークセナオシー乾燥一

一トモウチー乾燥－１枚ドリートモウチー乾燥一ソコ削り

柾目

乾燥一ヌイークチガワ一 －ガヮスリ

一カパヒキー切断 － ソ コ ア ワ セ ー －ノコ入レー完成

－削り一切断一タタキー
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その他の調沓

平城宮跡発掘調査部

服部遺跡（倉吉市服部）倉吉市教育委員会が，同市服部地区のIIlil場嬢備事業にともなう

事前調盃として国庫補助金を得て実施した。1972年７～９月。‘佐藤が参加した。古戦６，住

居跡11を調脊し，古城時代前期から後期にわたる資料を得た。倉吉市教育委典会『鳥取県倉

吉市服部遺跡発掘調査報告・辿椛篇』（1973年３Ｈ）参照。

三ツ塚遺跡(兵庫県氷上郡市島町）市島町によるニケイド計iIlii初年度の調査。1972年７～９月。

二'二楽・山辺が参加した。調在地域は三ツ塚廃寺跡の東側一柵で，小規棋なﾙIl立柱建物６棟を

検出した。出土遺物は弥生式土器と奈良から､Iz安時代にかけての土器類・瓦。市脇町教育委

員会『丹波三ツ塚遺跡１－昭和47年度Ｉ淵:i'制M蝿』（1973年３月）参照。

宮代廃寺（岐阜県不破郡垂井町宮代字森下）垂井町教育委典会による発伽＃調査。1972年８月。

八賀が参加した。町迦拡張に伴うもので，燃跡の発掘と寺城の確認をおこなった。塔は瓦砿

韮塊で，一辺12ｍ四方あり，奈良時代末に建てかえがあったことが判りjした。

能登国分寺（七尾市国分町．古府町）七尾lli教育委貝会による発掘調査｡1972年９．１０月。

甲斐・黒崎・佃が参加した。３次にわたる調査の最終年度として，満堂跡の検出による伽監

配侭と''1門・南門・北面築地検出から寺域の確認をおこなった。寺域外南側で礎石建物群の

存在が注意される。七尾市教育委員会『能壷国分寺跡発掘調査報告』（1973年１月）参照。

横見廃寺(広島県豊田郡本郷町）広';&県教育委員会による第３次発掘調査｡1972年９～１１月。

松~ドが参加した。東方建物の規模を明らかにすると共に，寺域の南限を確認し得た。広島県

教育委員会『安芸横兄廃寺の調査』Ⅱ（1973年３月）参照。

尊勝寺跡（京都市左京区聖謹院円頓美町）京都国立近代美術館が尖施する発掘調査に，六勝

寺研究会と奈良国立文化財研究所が協力した。1972年12月～1973年２月。工楽・藤村・小笠

原・佃・上野が参加。寺域北西隅に近いところで，５間×２間の身舎の周囲に３垂に柱をめ

ぐらした規模の人きな礎石建物ｌ棟がりjらかになった。京都両立近代美術館『尊勝寺跡発掘

調査概報』（1973年４月）参照。

周防国喬跡（防府市東佐波令）防府市教育委員会による発掘調査｡1973年３月。沢村・宮沢

・菅原・岡本が参加した。国荷南限地域を調査し，築地痕跡・溝・朱雀路側溝を確認した。

周防圃荷跡調査会『史跡周防国術跡発掘調査概要報告苫』（1973年）参照ｏ

じようべのま遺跡（富山県下新川郡入善町）富山県教育委員会による発掘調炎。1973年３．

４月。伊東・佃・高島が参加した。前年に引き続き，平安時代末から鎌倉時代にかけての荘

園関係の建物群の発掘をおこなった。富山県教育委員会『じようべのま遺跡発掘調査概報』

（1973年３月）参照。
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Ｉ

平城宮跡発掘調査部

呈朝十二銭のＸ線分析平城宮跡出土の皇朝十二銭は乾元大宝を除いた十一種類で，総数お

よそ2 , 0 0 0 点に及んでいる。しかし，こうした奈良時代の銅銭の分析研究が系統的におこな

われた例は少なく，あったとしても，それは分析試料を無傷のままで分析するのではなく，

またその試料数も多くはそろっていない。

しかし，東京国立文化財研究所に特珠試料架台付きのＸ線分析装置が購入されてからは，

非破壊的方法による文化財の材質研究として，ここ1 0 年来Ｘ線分析研究が続けられてきてい

る。今年度の銅銭分析は，その成果の基盤に立って，同装置を利用し，江本義理東京国立文

化財研究所化学研究室長の指導を得て実施したものである。今回のＸ線分析の主な目的は，

非破壊的な分析方法として採択した蛍光Ｘ線分析装置によって，各種銅銭の間における，す

なわち時代の変化にともなう成分の差が認められるかどうか，さらに具体的にどのような差
を検知できるかにあった。

結果は第１図にまとめたとおりである。すなわち，銅に対する錫（S n ）と，鉛（P b ）の量

的な変化が銅銭の種類（時代的な変化）に関連して差異を示すことがいちおう判明した。この
ような良貨から悪貨への変遷は，銭の大小や萌並の変化，歴史的背豊から推測されてはい

Ｉ

雪瞬灘避雲
富↑ 簿織●働霧富↑簿簿

遺跡・遺物の保存（３）

第１図呈朝- ' －－: 銭の成分比鮫厘
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た。しかし，非破壊的な方法によって得られたデータから，これが論議されたことはなかっ

た。しかしながら，第１図のような結果が得られたとはいえ，今ｕまとめたデータは，①

各種元素間の相対的な比較検討にすぎず，定戯値を与えるところまでには至っていない。ま

た，②非破壊的な分析方法を重視しているために，銅銭のさびたままの表面部分を分析試料

に供しており，したがって同じ試料のさびていない部分の分析値との考察段階におけるメリ

ットのちがいなどは，今後に残された課題となった。

古照遺跡出土木材の保存松山市古照遺跡から発掘された木材は，長年泥水の' ' １に埋れてい

たために，主な樹脂分（セルロース分など）は流出・崩壊してしまい，その平均含水率はおよ

そ1 , 2 0 0 ％（新しい木材の約1 6 倍の水を余分に含んでいる）にも達している。このような木材は空

気巾に放置されただけでもとの形状を完全に失なうくらいに収縮変形する。この脆弱な木材

に何らかの措置を施して変形を防ぎ，さらに必要に応じて，このような措侭をいつでも解除

できるような保存処理をおこなった。

方法は，かつてスウェーデンの木造船バーサ号保存のために応用開発され，その後も倣界

各圃で広く利用されている「ポリエチレングリコール含没法」を採用した。すなわち，常洲

で間形状を呈する水祷性のワックス様のもの（ボリエチレングリコール，以下ＰＥＧと略称）を

液状にしておいて，これを木材にしみ込ませて間める方法である。しかし，わが国では同方

法を適用しての大きな木材の処理作業はまだ実施されたことがなかった。したがって，その

ような人型の処理装満も製造されたことがなく，その製造からはじめられた。タンクの材料

－藍綴i 譲顎蕊蕪藤一" …” 一

遺跡・遺物の保存（３）

》

鋪２図ＰＥＧ含没装綴
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奈良国立文化財研究所年報

はＰＥＧに対する耐腐蝕性の材質としてステンレス板を（ｓｕｓ2 7 , 3 2 ）採用した。タンクは

木材の大きさに合わせて大型サイズ（5 8 5 0 L × 8 0 0 Ｗ× 7 5 0 , ）となり，タンク内のＰＥＧ溶液の

撹拝方法が重要となってくる。ここでは，溶液が一端から他端へ左右に層状に流れる動き

と，底から上表面に流れる動きとをバルブの切換えによって操作できるようにした。その流

量も，定量ポンプの使用によって最高3 0 1 i t . / h o u r - まで自由に変化させることができる。

一方，ＰＥＧは常温では固形状を呈するものであるから，これを液状に維持するために，

最高6 0 ℃の熱を供給しなければならない。その熱源は，木材と水を対象とした作業への安全

性と，装置をオーバーホールするときなどの便利さを配慮して，タンク内壁面に撒水を通し

たパイプをはりめぐらした。さらに，同処理方法は，木材にしみ込ませるＰＥＧ溝液の濃度

を2 0 ％ぐらいから1 0 0 ％近くまで徐々に高めていく方法なので，低濃度の溶液を濃縮するた

めのＰＥＧ挫縮タンクが必要となる。したがって，処理装置全休の構成は，木材を渡けてＰ

ＥＧをしみ込ませるための「含浸タンク」と「ＰＥＧ濃縮タンク」，そしてそれらの熱源と

なる温水を供給する「温水タンク」の３部門からなっている（第２図) 。なお，同装置の製

造にあたっては三英製作所株式会社の協力を得た◎ 同装置によって処理された木材は，爪

の傷痕をつけることができないくらい硬いものとなり，保管の環境条件（理想的には湿度6 Ｃ

％，温度2 0 ℃）さえ満足させてやれば，半永久的な保存が可能となろう。また，すでに処理

された木材はあたかもインスタント食品の如くに，温湯の中にひたしておけば出土時の元の

状態にもどすことができる。このとき，ＰＥＧ溶液に浸すことによって黒化した現象（年報

1 9 7 0 参照）も同時に消去して出土時の色にもどってしまう。

その他の主な遺跡・遺物の保存処理①朝倉氏館跡の土塁固化：前年度に続いて一部の土畿に

ついて合成樹脂による注入固化の実験を行なった。②滋賀県文化課の依頼で，滋賀里遺跡か

ら出土した人骨8 0 余体のうち，３体について，その強化と，さらに展示にも耐えるように，土

壌ごとの取り上げを試みた。③京都国立博物館保管の

遼代多宝干仏石瞳の補修作業実施：エポキシ系合成樹

脂による補強と，エチルシリケートによる表面強化。

対外機関に対する保存処理指導①昨年に続いて元興

寺仏教民俗歴史資料館保存科学研究室に対する鉄器遺

物の保存処理実施指導。②佐賀大学理工科学生の工場

実習担当指導。③九州歴史資料館保存科学実験窒設置

に伴う実験研究および保存処理実地指導。④広島県高

田郡八千代町大迫古戦装飾石室の内壁面に塗布されて

いた赤土（主成分酸化鉄）の剥離防止処理方法の指導。

⑤若狭国分寺跡出土の木材保存方法指導。

（沢田正昭）
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公開講演 要
ご
白

研究所20年のあゆみ本年1972年は，当研究所が1952年４月に，定員15名で発足して以来

20周年にあたる。そこで，過去20年間の研究業績の主なものを，スライドで紹介しながらふ

りか え った。（坪井清足）

平城宮内裏について平城宮跡の巾心部分を占める朱雀門内部分と，中壬生門内の部分と

は，それぞれ第１次朝堂院一大械殿一内裏，鋪２次朝堂院一大極殿一内裏と推定してきた。

両地域の内裏相当部分の調査が進行し，推定第２次内裏部分では11常生活の空間が，推定第

１次内裏部分では儀場的な性格が判明した。さらに，両者は併行して存在していることも確

認された。このことから，推定第２次内裏部分を天皇の起居する内典，推定第１次内裏部分

を天皇が臣下と宴会などを催す儀場としての巾宮に推測する。しかし，他の大極殿，朝堂院

などの部分について比較する調査が望まれる。（町田章）

歴史的都市環境の保存再開発・個々の建築でなく建築を聯として，周辺の環境をもふくめて

･保存しようという動きが全国で起きている。歴史的な町並みや集落を保存し，そこに新しい

生命を与えようとするもので，現在，金沢・高山・倉敷・荻・斐範°京都などで条例や憲章

をつくって実施しつつある。本研究所では今井町（奈良県柵東市）で町並みの調査を数年来実

施しているが，今井町の調査研究のために上記の都市の資料を集め参考にする必要が生じ

た。今何，これらの資料を紹介した。町並みや集落など歴史的な環境を保存することは，個

々の建築を保存する場合と異なり，単に文化財の建築としての問題ばかりでなく，都市の問

題が大きくもちあがる。住民の強い保存への意志があるところで成功しているというのが現

状 である。（宮沢智士）

飛鳥藤原の調査飛鳥藤原地方で，1972年度に発掘調盃をおこなったのは，飛鳥浄御原宮

推定地・藤原宮の宮跡と，坂田寺・奥lll久米寺の寺院跡および上ﾉﾉ手遺跡（飛鳥資料館建設

地）の計５ケ所である。これらについて，その調査成果を報告した。詳細は本文38～47ペー

ジ 参照。（猪熊兼勝）

奈良時代の官瓦窯平城京の北方に連なる奈良山丘陵には，平城宮所用瓦を焼いた官窯が

点在することが知られている。これらのうち1972年度には，巾111瓦窯・歌姫西瓦窯・押熊瓦

窯の３ケ所の瓦窯群を発掘調査した。同丘陵内で，以前に調査したその他の瓦窯の結果をも

合わせ通観してみると，一つには，盗窯から平窯へという窯休職造の変遷が，明確にたどれ

るようになってきた。さらに，出土瓦の型式分類からは，各瓦窯群の年代と，その生産活動

の消長および造瓦集団の動向が把握されるようになってきた｡詳細は本文30～35ページ参照。

（工楽善通）

－５７－
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研究所20年のあゆみ本年1972年は，当研究所が1952年４月に，定員15名で発足して以来

20周年にあたる。そこで，過去20年間の研究業績の主なものを，スライドで紹介しながらふ

りか え った。（坪井清足）

平城宮内裏について平城宮跡の中心部分を占める朱雀門内部分と，中壬生門内の部分と

は，それぞれ第１次朝堂院一大極殿一内裏，第２次朝堂院一大極殿一内裏と推定してきた。

両地域の内裏相当部分の調査が進行し，推定第２次内裏部分ではＨ常生活の空間が，推定第

１次内裏部分では儀場的な性格が判り｣した。さらに，両者は併行して存在していることも確

認された。このことから，推定第２次内裏部分を天皇の起居する内災，推定第１次内喪部分

を天皇が臣下と宴会などを催す儀場としての巾宮に推測する。しかし，他の大抵殿，朝堂院

などの部分につい て比較する調盗が望まれる。（町田章）

歴史的都市環境の保存再開発個々の建築でなく建築を群として，周辺の環境をもふくめて

保存しようという動きが全国で起きている。歴史的な町並みや集落を．保存し，そこに新しい

生命を与えようとするもので，現在，金沢・高山・倉敷・荻・姿樋・京都などで条例や懸章

をつくって実施しつつある。本研究所では今井町（奈良県柵東市）で町並みの調査を数年来実

施しているが，今井町の調査研究のために上記の都市の資料を集め参考にする必要が生じ

た。今回，これらの資料を紹介した。町並みや集落など歴史的な環境を保存することは，個

々の建築を保存する場合と異なり，殖に文化財の建築としての問題ばかりでなく，都市の問

題が大きくもちあがる。住民の強い保存への意志があるところで成功しているというのが現

状 である。（宮沢智士）

飛鳥藤原の調査飛鳥藤原地方で，1972年度に発掘調.ifをおこなったのは，飛鳥が御原宮

推定地・藤原宮の宮跡と，坂旧寺・奥山久米寺の寺院跡および上ノjl:手進跡（飛鳥資料館建設

地）の計５ケ所である。これらについて，その調盗成果を淵告した。詳細は本文38～47ペー

ジ 参照。（猪熊 兼勝）

奈良時代の官瓦窯平城京の北方に述なる奈良山丘陵には，平城宮所用瓦を焼いた官窯が

点在することが知られている。これらのうち1972年度には，’'1111瓦窯・歌姫両瓦窯・押熊瓦

窯の３ケ所の瓦窯群を発掘調在した。同丘陵内で，以前に洲在したその他の瓦窯の結果をも

合わせ通観してみると，一つには，登窯から平窯へという窯体椛造の変遷が，明確にたどれ

るようになってきた。さらに，出土瓦の型式分類からは，各瓦窯聯の年代と，その生産活動

の消長および造瓦集団の動向が把握されるようになってきた｡詳細は本文30～35ページ参照。

（工楽善通）
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海外学者・研究者招致

オーストリア連邦記念物局長HansForamitti博

士，文化協定締結国等からの学者招致にもとづい

て文化庁の招きで滞日。1973年３月５Ｒ～３月２４

円受入機関である当研究所では，古建築および

町並承調査への写真測最の応用についての講演，

討論会，現地指導がおこなわれた。

Ｉ研究事業概況

公開講演・現地説明会

1.1972年６月10日第31回開所記念公開講演会

於本所

「20年のあゆ教」坪井清足

「平城宮内裏について」町田章

「歴史的都市環境の保存再開発」宮沢智士

2.1972年７月８日藤原宮跡官筒跡発掘調査現

地説明会稲田孝司。

3.1972年７月22日中山町瓦窯跡発掘調査現地

説明会工楽善通。

4.1972年９月９日平城ニュータウン瓦窯跡発

掘調査現地説明会黒崎直松下正司

5.1972年11月11日第３２回公開講演会於調査部

「飛鳥藤原宮跡の調査」猪熊兼勝。

「奈良時代の官瓦窯」工楽善通。

6.1972年12月２日阿弥陀浄土院跡発掘調査現

地説明会岡本東三・

普及事業

1．特別史跡平城宮跡資料館・覆屋特別公開

1972年４月28日～５月７日見学者4,498名

2．特別史跡平城宮跡資料館・覆屋特別公開

1972年１０月21日～11月５日見学者12,701名

3．平城宮跡見学者数

Ⅱ図書および資料（1972年度末現在）

図審25,915冊写真94,909点

1972年度文部省科学研究費補助金による研究

Ⅲ施設（1972年度）

土地911,328㎡（そのうち平城宮跡906,122㎡〕

建物

外国出張

なし

奈良国立文化財研究所要項

平城宮跡調査整備委員会

1．総会・発掘調査部会・盤備管理部会

1972年５月１２日・１３日於調査部

2．整備管理部会1972年９月25日於調査部

3．整備管理部会1972年12月141『１於調査部

インドネシア国立考古学研究所員MissHendari

Sofion，アジア文化センターの招きで来日｡1973年

２月１日～２月28日地上写真測簸および，航空

写真判読の考古学的調査研究への応用について研

修した。

－５８－

建物

リド傍所

倉IIli・収蔵庫

水肱

会談室

洲堂

写典室

資料館

殺膿・展示棟

その他

計

|偶農録提豊
合計

森日野

797

191

２０

４０

１０９

８６

200

１，４４３

､Ｗｚ城

3,140

128

1,943

1,935

618

７，７６４

藤原

｜
弱
一
一
一
一
一
一
錨

１

４

620

‘汁

７９７

３，４８６

１４８

４０

１０９

86

1,943

1,935

1,283

9,827

217

10,044

研究課題

無収産原寸撒影装置によ
る文化財基礎資料の作製

飛鳥時代墓制の研究

日本前期旧石器文化の
編年と地域性の研究

興福寺諸法会の成立と
組織の変遷

古代の曲物製作技術史的研究

古代における瓦雄産組
織の研究

縄文式時代狩猟具の研究

埴輪よりみた古墳時代土
器生産の研究

械生腹原による史跡の
修景に関する研究

類

一段研究Ａ
Ｇ

－畿職、

奨励研究Ａ

担当者

長谷川誠

猪熊兼勝

稲田孝司

加 藤 優

菅原正明

田辺征夫

西弘海

吉田恵二

藤原武二

交付金

り
０
０
０
０
０
０
０
０
０

荊
皿
加
配
Ⅳ
略
妬
遁
肥
妬

４１

区分

1972年度

累計

覆屋

52,127名

206,207名

資料館

29,639名

672,252名

計

81,766名

273,459名



奈良国立文化財･研究所史料

５月１卜Ｉ 庶務課課長補佐に昇任広瀬二朗・庶

務課専門職員に昇任，同平城宮跡整備

管理係長に併任栢本安臣。庶務課経

理係長に配澄換え坂口義向。庶務課

用度係長に昇任日高参夫。事務補佐

員採用中川友子，松石清子。飛鳥藤

原宮跡調査室長に配慨換え八賀晋。

文部技官に配慨換え上野邦一・今泉

隆雄・小野昭・岩本圭輔。

研究補佐員採用，徳松正広。

事務補佐員採用，寺田千鶴子。

辞職，福住八重子。

躯務補佐員採用，大坪伴子。

文化庁文化財保謹部記念物課Iこ併任

牛川喜幸。

辞職，宮本敬一，徳松正広。

文化庁文化財保護部記念物課併任解除

金子裕之。

辞職，広島県教育委員会に転任松下

正司。辞職，福井県教育委員会に転任

藤原武二・

物件費391,849千円

Ｖ研究成果刊行物

奈良国立文化財研究所学報

昭和24年法律第146号
昭和43年６月15ロー‐部改lli

１
１
１
Ｊ
副

Ｉ
１
１
１
１

１
ｌ
瓢
１
躯

月
月
月
月
Ⅱ

８
９
１
２
３

３月30日

３月３１１１

－５９－

Ⅳ予算

人件費100,482千円

計492,331千円

Ⅶ組織規定

文部省設置法抜莱

第36条第43条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

第41条国立文化財研究所は，文化財に関する調

査研究，資料の作成及びその公表を行なう機関

とする。

２国立文化財研究所の名称及び位慨は，次のと

おりとする。

(学報・史料の担当者は『年報1972」を参照〕

Ⅵ人事異動

（1972年４月１日～1973年３月311｣）

４月１Ｈ京都国立博物館長に転任松下隆竜。

所長に就任内山正。考古第二調査室

長に昇任佐原真。飛鳥藤原宮跡調査

室長に併任八賀晋。考古第一･調査室

主査に任命町田輩。考古第三調査室

主査に任命工楽善通。飛鳥藤原宮跡

調査室に配置換え西村康・天田起雄。

文部技官採用金子裕之（文化庁文化

財保謹部記念物課に併任)｡研:究補佐員

採用上野邦一・今泉隆雄・小野昭・

岩本圭輔。

４Ij30u辞職，中坊ひろ美。

３国立文化財研究所には，支所を置くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は

文部省令で定める。

名 称

東京同立文化財研究所｜東京都

奈良阿立文化財研究所｜奈良市
Ｕ

位慨

年度

９
０
１
２
３
４
５
６
７

２
３
３
３
３
３
３
３
３

昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭

昭３８

昭４０

昭４２
昭４４
昭4６

名 称

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
廻
鵡
哩
妬
聡
Ⅳ
胆
廻
加
虹

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊

仏師連慶の研究
修学院離宮の復原的研究
文化史論叢
奈良時代僧房の研究
飛鳥寺発掘調査報告
中世庭園文化史
興福寺食堂発掘調査報告
文化史論叢
川原寺発掘調査報告
平城宮跡･伝飛鳥板蓋宮跡発掘調在穣告
院家建築の研究

冊巧匠安阿弥陀仏快慶
冊寝殿造系庭園の立地的考察
冊「レース」と｢金亀舎利塔｣に関する研究
冊平城宮発掘調査報告１１官獅也域の調在
冊平城宮発掘調査報告Ⅲ内製地域の洲盗
冊平城宮発掘調査報告Ⅳ官術地域の調在２
冊小堀遠州の作事冊
冊
冊
冊

藤原氏の氏寺とその院家
名物裂の成立
研究論集Ｉ

年度

昭２９
昭３０
昭３８
昭３９
昭４１
昭４２
昭４４

昭4５

名 称

第１冊南無阿弥陀仏作善染（複製）
第２冊西大寺叡尊伝記集成
第３冊（_和寺史料寺誌編１
第４冊俊乗坊重源史料集成
第５冊平城宮木簡１
第６冊仁和寺史料寺誌編２
第５冊、喋城宮木簡１解説（別冊〉
第７冊唐招提挙史料１



化財及び工芸技術に関する調査研究を行ない’

並びにその結果の公表を行なう。

２建造物研究室においては，建造物に関する調

査研究を行ない並びにその結果の公表を行な

う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡に関す

る調査研究を行ない，並びにその結果の公表を

行なう。

（平城宮跡発掘調査部の７室及び事務）

第127条平城宮跡発掘調査部に，考古第１調査

室，考古第２調査室，考古第３調査室，遺構調

査室，計測修景調査室，史料調査室及び飛鳥藤

原宮跡調査室を置く。

２前項の各室（飛鳥藤原宮跡調査室を除く）に

おいては，平城宮跡に関し，次項から第６項ま

でに定める事務を処理するほか，その発掘を行

なう。

３考古第１調査室，考古第２調査室及び考古第

３調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

４遺椎調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５計測修景調査室においては，遺構の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行なう。

７飛鳥藤原宮跡調査室においては，飛鳥藤原宮

跡の発掘，遺織及び遺物の保存整理及び調査研

究並びにこれらの結果の公表を行なう。

１
リ

－６０－

文部省設置法施行規則抜幸

昭和28年１月13日文部省令2号,追加昭和43年６月15日

文部省令20号,昭和45年４月17日文部省令第11号．

第５章文化庁の附属機関

第４節国立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第123条奈良国立文化財研究所に，所長を置く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第124条奈良国立文化財研究所に’庶務課，美

術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並

びに平城宮跡発掘調査部を置く。

（庶務課の事務）

第125条庶務課においては’次の事務をつかさ

どる。

１職員の人事に関する事務を処理すること。

２職員の福利厚生に関する事務を処理すること

３公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に

関すること。

４経費及び収入の予算，決算その他会計に関す

る事務を処理すること。

５行政財産及び物品の管理に関する事務を処理

すること。

６平城宮跡の遺構及び遺物の保全のための警備

に関すること。

７庁内の取締りに関すること。

８前各号に掲げるもののほか，他の所掌に屈し

ない事務を処理すること。

（美術工芸研究室等の事務）

第126条美術工芸研究室においては，絵画，彫

刻，工芸品，書跡，その他建造物以外の有形叉

職員（1973年12月20日現在）

i所属

扮
課

氏名

内山脈

原田 拓

寺尼敏明

楯，仁安臆

八幡扶桑

岩木次郎

沖上政和

忠利 二

丹阪信次

木寅忠雄

官職

文部蛎務官・所催

文部cjf務宮課長

文部塀務富課還補佐

文部・jf務官専門職員

文部技官専門職員(併任）

文部掘勝宙庶務係長

文部蛎携官

文部，Ｉｆ務竃

文部‘擬務宮鮮勝員長

文 部 瓶 務 宮 鮮 務 員

当

平城覗務

写典

庶務・図群資料

庶勝

撫併

平城涛備

平城祷備

所属’

庶

勝

課

|氏名

森田光治

岡田博死

宮本宣代

港悦子

吉田みちこ

中川かよ子

中川友子

石田傭子

石川千恵子

城本きよの

｜官職

文部班務宮祷務員
■

文部覗務官驚l;jf員

事務補佐員

瓶務補佐員

１F務補佐貝

蛎携補佐貝

蛎務補佐貝

1¥務揃佐典

研究補佐典

業務補佐員

当

平城警備

涛備

所長篭付

庶務

庶務

図‘１F資料

平城庶務

､ド城図ハ:資料

平城公開

平城庁務
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文部技
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担 当所属｜氏名Ｉ官 官 職職
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度
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車
車
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氏
本
本
脇
沢
田
見
本
村
野
村
井
川
東
中
瀬
野
田
藤
泉
村

森
岡
岩
大
松
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細
宮
藤
上
中
金
牛
伊
田
高
森
狩
横
加
今
綾

属
考
古
第
三
鯛
騰
崖
一
遺
構
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査
室
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一
計
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景
淵
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室
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史
料
淵
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室

所
平
城
宮
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発
Ｉ
掴
Ｉ
調
ｌ
甥
部

名

査 古
古
古
古
古
築
築
築
築
築
築
’
理整料

考
考
考
考
考
建
建
建
建
建
建
資

夫
三
輔
潔
生

郁
東
圭
亜

文部技官

文部技官

文部技官
文部技官

文部技官

文部技官

文部.技官
文部技官
文部技官

文部技官

文部技官
研究補佐員

文部雲技官

文部技官
文部技官

文部技官

淵 査 員

文部技富

文部技1.『

文部技官

文部技営

文部技宮

文部技浦

文部･技官

文部技官

文部技官
文部技官

主根 本栄夫文部事務官課長

広瀬二朗文部事務官課長補佐
坂口義尚文部事務官経理係長

加藤建夫文部事務官

会西田健三文部事務篇（併任）
山下久子事務補佐員

細川純子事務補佐員

大坪伴子事務補佐員

吉田和子蕊務補佐員

前川重子事務補佐員

計日高参夫文部事務官用度係長
沖村重則文部事務官

中西建夫文部技官

飯田信男文部技官

松石清子事務補佐員

課篭美蕊隷難：

根本栄夫

広瀬二朗
坂口義尚

加藤建夫

西田健三

山下久子

細川純子

大坪伴子

吉田和子

前川重子

日高参夫

沖村重則

中西建夫

飯田信男

松石清子

桑原和子

川辺美千代

本
本
脇
沢

経
縫
飛
経
経
癌
経
平
用
用
自
自

男
三
郎

葵
啓
二長

田
見
本

室 長

泉泉
一
治
ん

邦
雅
し

村
野
村
井

藤
上
中
金

明度

咽度

自動車連
遺跡庭園
遺跡庭園

遺跡庭園

遺跡庭園
遺跡庭園

牛川懲幸
伊東太作

田中哲雄

高瀬要一
森縦

窒 長

用

用

平城用
(非常勤）

柄本安臣|文部事務官漁溌徽併任)|平城安臣 整術

狩野久

横田緬災

加藤俊

今泉隆雄
綾村宏

峯 長 歴
歴
歴
歴
歴
考
考
考
考
考

史
史
史
史
史
古
古
古
古
古
築
古

謬奉蕊|鳶磯：
康史 平城整徽

平城保安

平城整倣管理

幸治郎

|雛
谷川誠

室
主

刻
刻
芸
築
築

星山

守田

鈴木

宮沢

細見

牛川

伊東

福田

福山

田中

横田

鬼頭

木下

岡本

吉田

堀池

也
夫
吉
土
三
幸
作
子
男
稔
確
識
嘩
涯
涯
識
維
章
蝉
直
麺
維
銅
蝉
雑
潅

蟹
公
嘉
智
啓
喜
太
幸
敏

ドイ

芸室 横山浩一 部
室

長
長文部技信室長建築

文部技官（併任）建築

文部技営（併任）建築

文部技寅（併任）遺跡庭園

文部技富（併任）遺跡庭園

研究補佐員資料整理

調査貝（非常勤）建築

八賀晋

稲田孝司

西付殿

甲斐忠彦

田辺征夫

天田起雄

lliriI敏史

西田健三

刀谷敏博

建研 稲 文部技官

文部技官

文部技篇

文部技官

文部技官

文部技官

文部事務官

文部技官（併任）

事務補佐員

研究補佐員
研究補佐員

(取扱）長

１
１
１

造究 技宮

技官

考

暇夫文

旦雄文

晩史文

』三文

晩博文

§子事

洋研

保研

豊一文

f勝文

箭明文

物室 建築

考古

脅蕊霊務
飛鳥藤原事務

考古

考古

蕊：文部技肩

文部技官

文部技宮

文部技官

文部技官

文部技博

調査員

文部技富

文部技官

文部技官

文部技富

文部技富

文部技官

文部技官

文部技官
文部技官

室
併
併
併
併

く
Ｉ
Ｉ
Ｉ

部技官室長

部技官（併任）

部技官（併任）

部技官（併任）

部技官（併任）

部技篇（併催）

査蔵（非常勤）

歴史

歴史

歴史

汚由

券古

稀古

歴史

考古

老古

考古

保存科学

刀

歴研 文部技

文部技

寺田干抵

石丸

北野究

史謂 山
熊
頭
笠
下
原
康

横
猪
鬼
小
木
菅
西
兼

横山浩

猪熊兼

鬼頭清

小笠原好

部
部
部
部

文
文
文
文

部技篇

部技官

部技官
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